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　1月13日、小川文化センターにおいて、小美玉市成人式典が行
われ、722人（男性384人、女性338人）が新成人として新たな門出
を迎えました。
　会場周辺は、色とりどりの華やかな振袖に身を包んだ女性や、
スーツやカラフルな羽織袴、制服（自衛官）姿の正装した男性ら
が早くから会場入りし、華やかな雰囲気に包まれました。

集中改革プランの取り組み
総合計画案答申
民生委員・児童委員の改選
第1回子ども議会
「小美玉市民の日記念式典」を開催します
わだい
情報ガイド
けんこうビュー
四季の歌
書き初め大会、成人式 ほか
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～集中改革プランに取り組んでいます～

　小美玉市では、平成19年３月に策定された「行財政改革実施計画（集中改革プラン）」のもと、簡素で効率的な行政の
実現と行政サービスの質の向上を目指して日ごろより行財政改革に取り組んでいます。
　この度、全68項目からなる「集中改革プラン」概要と 1年目の取り組みの成果についてお知らせします。
　計画の取り組み期間は、平成18年度から平成22年度の５年間としております。

取 組 事 項 目 　 　 標 実 施 項 目

民間委託等の推進 民間活力をこれまで以上に活用することで、効率
性と住民サービスの向上を図ります。

  1 運転業務の見直し
  2 外部委託・民間委託（アウトソーシングの活用）

指定管理者制度の活用 「公の施設」について、効率的・効果的な施設管理の
ために指定管理者制度の導入を進めます。   3 公の施設に係る指定管理者制度への移行

地方公営企業等の 
経営健全化

経営の健全化に向けて、コストの縮減を進めるとと
もに、事業の一層の効率化を図ります。

  4 水道料金等の統一化
  5 水道料金関連業務の委託
  6 浄水場の管理業務並びに漏水時の当番制度
  7 病院事業の経営改革の推進

地方公社の経営健全化 土地開発公社の抜本的な見直しを進めます。   8 土地開発公社の解散検討

地域協働の推進

市民や市民が参加する団体などが公共的サービスの
提供を行おうとする取り組みに対し、積極的に支援
するため、市民との協働によるまちづくりシステム
を構築します。

  9 パブリック・コメント手続制度の導入
10まちづくり活動支援等による協働の推進
11市民に開かれた審議会等付属機関の運営
12 NPO・ボランティア活動支援等の推進
13広聴機能の強化（市政モニター）
14市民に身近な公園の協働管理の推進
15市民協働推進ガイドライン策定
16市道の里親制度の推進
17出前講座の実施

事務事業執行の見直し 時代の要請を把握しながら、事務事業の整理・合理
化を図ります。

18窓口サービスの向上
19新たな予算編成手法の導入
20狭あい道路及び後退敷地整備事業の見直し
21公共ホール自主文化事業の見直し
22生活排水対策の見直し
23時差出勤制度の検討
24文書発送体制の改善
25合併に伴う事務事業の一元化の早期実現
26夏の「クールビズ」、冬の「ウォームビズ」の推進

簡素で機能的な
組織の編制

市民サービスと行政効率のバランスに配慮した、指
揮命令系統がわかりやすい簡素で効率的な組織機構
を実現します。

27組織・機構改革の検討・実施
28プロジェクトチームの有効活用
29消防団組織の統合
30嘱託職員・再任用職員・臨時職員の配置基準の整備

定員管理の適正化 定員適正化計画に則り定員の管理を進めます。 31定員管理の適正化
32勧奨退職制度の活用

給与の適正化 市民の納得と支持が得られるよう、給与制度・運用・
水準の適正化を推進します。

33給与構造の改革推進
34特殊勤務手当ての見直し
35人事評価制度の構築

定員・給与等の
状況の公表

定員・給与等状況の公表については、市民が理解し
やすいような工夫を積極的に講じます。 36職員定員・給与の公表

人材育成基本方針の策定 人材育成の目的、方策等を明確にした人材育成を推進します。 37 人材育成基本方針の策定

職員改革 幅広い視野や専門知識・技術をもった人材の育成を行います。 38職員研修の充実

●集中改革プラン一覧

平成 20年 2月 14日　広報おみたま
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取 組 事 項 目 　 　 標 実 施 項 目

行政の公正の確保と
透明性の向上

市民に開かれた市政運営、市民が主役のまちづくり
をすすめるため、情報公開条例や行政手続条例を適
正に運用するとともに政策形成過程の透明性の確保
に努めます。

39行政評価システムの確立
40財務書類の作成及び公表
41入札契約制度の改善
42工事等の成績評定要領の見直し
43情報公開制度の適切な運用
44交際費の公表
45市議会会議録の市のホームページへの掲載
46広報部数の見直しと有料広告
47入札、契約に係る情報の公表
48公文書管理の徹底

電子自治体の推進 情報セキュリティの確保にも十分留意しながら、行
政サービスの観点から業務改革を推進します。

49電子申請・届出の推進
50スポーツ施設、公民館、図書館の インターネット
　  予約システムの拡充運用

経費の節減合理化等 
財政の健全化

財政状況を分析した上で、事務・事業の見直しを行
うことにより、歳出全般の効率化と財源配分の重点
化を図るとともに、財政構造の改善に努めます。

51受益者負担、使用料・手数料等の適正化の推進
52下水道使用料、農業集落排水処理施設使用料の見直し
53 ごみ収集システムの統一とごみの減量化
54介護保険給付の適正化
55財政健全化計画の策定
56公用車の整理
57長期継続契約・包括委託の活用
58地球温暖化防止実行計画の策定
59公立幼稚園の再編

自主財源の確保 市行政を自主的かつ総合的に実施していくために、
自主財源の充実確保に努めます。

60市税等徴収率向上
61市税等の納付機会の拡充
62水道料金のコンビニ収納業務委託
63税財源充実確保
64未利用地財産の活用と処分
65公営住宅使用料の徴収対策の強化

補助金等の整理合理化 各種補助金等については、必要性、費用対効果、経費負
担のあり方等について検証し、整理合理化を推進します。 66補助金等の適正化

公共工事のコスト縮減
公共工事のコスト構造の改革に積極的に取り組み、
入札・契約制度については、情報の公開をはじめと
する更なる適正化に向けた取り組みを推進します。  

67 公共工事のコスト縮減
68工事成績表の有効な活用

●主な財政的効果 　市町村合併は「究極の行財政改革」といわれています。平成18年度実績で約3億4,180万の財政削減効果!　（単位：千円）
実 施 項 目 内　　　　容 削 減 額

24 文書発送体制の改善 郵送の効率化、合併効果 8,000   
28 プロジェクトチームの有効活用 介護予防事業による介護給付費の削減 6,360   
31 定員管理の適正化 人件費の削減 256,463   
34 特殊勤務手当ての見直し 消防職夜間勤務手当の廃止による 1,000   
44 交際費の公表 市長・議長・教育長交際費の合併効果 9,120   

56 公用車の整理 公用車の公売など 879   

57 長期継続契約・包括委託の活用 長期継続契約、合体委託による効果 21,250   

60 市税等徴収率向上 滞納処分の強化による 38,731   

合 計 額　　　　　　　　　　341,803

●観点別実績　改革 1年目に半数以上が取り組みに着手 ! 
●計画作成段階等の項目数 31/68 件 　　45.6%　　  ●改革着手（実施段階）項目数　　　36/68 件　　52.9%
●改革終了項目数    1/68 件 　　  1.5%

●取り組みに関する質問・問い合わせ　集中改革プランの詳細ほか小美玉市の行財政改革については、市ホームページで公表しております。
総務部総務課 行財政改革推進室　☎４８－１１１１　内線 1285  
E-mail:somu@city.omitama.lg.jp　　http://info.city.omitama.lg.jp/~gyokaku/  

広報おみたま　平成 20年 2月 14日
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2
月
４
日
、総
合
計
画
審
議
会（
野

村
武
勝
会
長
、
廣
戸
京
子
副
会
長
、

委
員
17
人
）か
ら
、「
人
が
輝
く 

水

と
緑
の
交
流
都
市
」を
市
の
将
来
像

と
し
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
総
合
計
画
案
を
市
長
に
答
申

し
ま
し
た
。

　

市
で
は
答
申
を
受
け
て
、
同
案

を
市
議
会
3
月
定
例
会
に
提
案
し
、

本
年
4
月
か
ら
新
し
い「
総
合
計

画
」に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　

同
審
議
会
は
、
平
成
18
年
9
月
に

市
長
の
諮
問
を
受
け
、
市
民
意
識
調

査
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
協
議
を
重

ね
、
同
日
開
催
さ
れ
た
第
5
回
審
議

会
で
同
計
画
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

答
申
に
は
、
①
市
民
へ
の
積
極
的

な
情
報
提
供
と
協
働
体
制
の
確
立 

②
新
市
の
均
衡
あ
る
発
展
と
一
体
化

の
た
め
の
諸
施
策
の
推
進
③
自
主
自

立
の
財
政
基
盤
の
確
立
④
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
に
伴
う
柔
軟
か
つ
迅
速

な
対
応
と
の
意
見
が
付
さ
れ
、
会
長

か
ら
市
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
概

要
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の「
総

合
計
画
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
」を
全
戸

配
付
す
る
予
定
で
す
。

■ 

総
合
計
画
案
に
つ
い
て
の
ご
意
見

を
募
集（
平
成
19
年
12
月
20
日
〜

平
成
20
年
1
月
10
日
の
期
間
）し

た
結
果
、
3
件
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
意
見
の
概
要
と
市
の

考
え
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
計
画
全
般
に
つ
い
て

　

○
意
見　

個
別
施
策
に
数
値
目
標 

　

 

を
加
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
、

今
後
、
具
体
的
に
進
行
管
理
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

 　

ま
た
、
施
策
の
目
標
や
実
施
計

画
が
時
代
の
流
れ
に
合
わ
な
く

な
っ
た
場
合
は
速
や
か
に
是
正
し

て
く
だ
さ
い
。

【
市
の
考
え
方
】 

　

総
合
計
画
を
実
行
性
の
あ
る
も
の

と
す
る
た
め
、
達
成
度
を
測
る
た
め

の
指
標
を
活
用
し
な
が
ら
施
策
目
標

を
中
心
に
進
行
管
理
を
行
い
、
計
画

の
確
実
な
達
成
に
向
け
、
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

伴
い
、
本
計
画
に
よ
る
対
応
が
困
難

な
場
合
は
、
適
切
か
つ
柔
軟
に
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑵ 

基
本
計
画　

個
性
豊
か
な
教
育
・

文
化
の
ま
ち
＝
芸
術
文
化
の
振
興

に
つ
い
て

　

○
意
見　

施
策
の
目
標
に「
公
共

　

 

ホ
ー
ル
の
稼
働
率
85·

７
％
を

90
％
に
す
る
」と
あ
り
ま
す
。
現

状
の
数
値
が
高
い
の
で
改
善
幅
が

小
さ
く
見
え
、
関
係
者
の
意
欲
の

沸
き
方
が
少
な
く
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
改
善
率
の
よ

う
な
指
標
も
追
記
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

【
市
の
考
え
方
】

　
「
稼
働
率
」は
、
公
共
ホ
ー
ル
の
利

用
を
高
め
る
目
標
と
し
て
、
市
民
に

分
か
り
や
す
く
、
ま
た
、
最
も
一
般

的
な
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
の

で
、
原
案
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、
現
況

値
と
目
標
値
の
改
善
幅
が
小
さ
く
感

じ
ら
れ
ま
す
の
で
、
公
共
ホ
ー
ル
の

入
館
者
・
利
用
者
数
の
増
加
を
目
指

す
指
標
を
追
加
し
ま
す
。

　

○
意
見　

3
つ
の
公
共
ホ
ー
ル
の

　

 

連
携
が
掲
げ
て
あ
り
ま
す
。
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
い
く

か
の
施
策
を
至
急
検
討
・
決
定
し

て
く
だ
さ
い
。
人
口
約
5
万
人
の

自
治
体
に
3
つ
の
公
共
ホ
ー
ル
が

あ
る
恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か
す
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
市
の
考
え
方
】

　

3
館
の
特
徴
を
生
か
し
た
中
で
、

人
材
活
用
を
図
り
、
地
域
に
密
着
し

た
気
軽
に
利
用
が
で
き
る
ホ
ー
ル
（
小

美
玉
市
ま
る
ご
と
文
化
ホ
ー
ル
）
を

目
指
し
て
、
今
後
と
も
関
係
機
関
と

協
議
を
行
い
な
が
ら
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
小
美
玉
市
民
体
力
づ
く
り
基
金
へ

５
１
，０
０
０
円

サ
ン
＆
グ
リ
ー
ン

●
小
川
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
、

　

・
モ
ー
タ
ー
駆
動
式
全
自
動

プ
ー
ル
底
掃
除
機　

１
台

　

・
ク
リ
ー
ナ
ー

　
　
（
プ
ー
ル
底
手
動
型
清
掃
器
具
）

幡
谷　

文
子
さ
ん（
宮
田
）

善
意
を
あ
り
が
と
う

　

県
で
は
、
12
月
３
日
か
ら
９
日
ま

で
の
障
害
者
週
間
に
、
障
が
い
者
に

よ
る
音
楽
・
ダ
ン
ス
等
の
発
表
や
、

制
作
し
た
作
品
等
の
展
示
を
行
い
、

障
が
い
者
の
福
祉
の
向
上
と
県
民

の
障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
と
認

識
を
深
め
る
た
め
、「
ナ
イ
ス
ハ
ー

ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７
〜

第
14
回
障
害
者
の
文
化
祭
〜
」を
開

催
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
木
工
・
陶

芸
の
部
で
、
服
部
謙
一
郎
さ
ん（
柴

高
）が
、
県
知
事
特
別
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

県
知
事
特
別
賞
を
受
賞

平成 20年 2月 14日　広報おみたま
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　小美玉市の民生委員が任期満了に伴い、平成 19年12月１日付け厚生労働大臣から委嘱されました。民生委
員は、児童福祉法により児童委員を兼ねております。
　主任児童委員は、児童福祉に関する問題を専門に担当します。
　民生委員は、住民の生活状態を把握し、高齢者、障がい者、母子家庭、生活困窮者等の援助を必要とする人
への相談・援助、福祉サービスの情報提供・支援、関係行政機関等への業務協力など社会福祉の精神に基づい
て活動を行います。
　地域の皆さんの身近な相談役となりますので、よろしくお願いします。

氏　　　名 担当区域（行政区域） 住　　　所 電話番号
我　妻　英　吉 坂上・坂下
長　島　洋　治 与沢
中　島　千鶴子 幡谷・羽木上
田　村　ユキ子 稲荷坪・隠谷・野田本田
鏑　谷　よし江 上合・前野
沼　田　マ　サ 宮田・下田
高　野　順　子 大町・中田宿・雷神官舎・雷神前住宅
菊　池　陽　子 川岸
久　米　達　衞 立延・中根・中延住宅
貝　塚　𠮷　廣 新林・野田古新田・野田官舎
宮　内　豊　子 山野
栗　林　ム　ツ 田中台・小川ニュータウン
伊　藤　征　夫 下吉影本田・荒地
水　野　孝四郎 山川・山川住宅
小松﨑　勇　一 下吉影宿
荒　井　清　悳 下馬場・小塙
菊　地　龍　夫 倉数川向・与沢百里
井　川　　　游 貝谷・南原・下吉影古新田
榎　戸　いつ子 川戸
髙　橋　　　通 本田町
小　林　　　守 鷺沼・伏沼
千　葉　幸　子 橋向・横町
野　原　八重子 飯前・前原・東山団地
藤　岡　徳太郎 清水頭・百里自営・百里開拓
吉　成　　　修 世楽
岡　野　啓　一 上吉影・みのり台・上吉影住宅
伊　能　善　久 二本松
戸　塚　靜　子 外之内
近　藤　弘　子 倉数川前
藤　﨑　千　秋 佐才
久保田　智　子 主任児童委員（小川南中学区担当）
細　山　美　好 主任児童委員（小川北中学区担当）

◆小美玉市小川民生委員・児童委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）

広報おみたま　平成 20年 2月 14日
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氏　　　名 担当区域（行政区域） 住　　　所 電話番号
 大和田　　　努 堅倉の一部
 関　　　　　勇 堅倉の一部
 井　坂　博　美 仲丸・大曲・西明地
 江　幡　文　男 小岩戸・上小岩戸
 井　坂　　　佑 西郷地
 米澤谷　英　春 清風台
 井　坂　幸　雄 柴高
 伏　見　義　春 上鶴田・下鶴田・長砂
 清　水　義　男 三箇
 保　田　彦　而 張星・五万堀の一部
 加　納　茂　治 部室
 篠　原　明　正 納場・江戸
 緑　川　礼　子 江戸住宅（公民館側）
 鍵　谷　文　男 江戸住宅（中央公園側）
 松　本　正　一 羽刈・五万堀
  西　堀　みつえ 北浦（納場地番）
 中　村　一　男 北浦（羽刈地番）
 永　井　昭三郎 高田・手堤・大笹
 飯　塚　尚　子 寺崎
 東ヶ﨑　　　泰 先後・橋場美
 福　田　ゆかり 竹原（上町・横町・裏町・大正地・町田・弓削）
 稲　田　　　弘 竹原下郷・竹原（仲町）
 額　賀　惣　善 中野谷
 竹　内　昌　信 上馬場・竹原中郷
 横　田　佳　夫 小曽納・大谷
 小　川　順　子 花野井
 宮　内　誠　男 中台・竹原（坂下）
 倉　田　昭　敏 希望ヶ丘
 海老澤　貞　子 金谷久保・羽鳥
 市　村　満　子 高場・脇山の一部
 海老澤　　　明 脇山
 村　田　ふ　く 花館・中峰
渡　邊　弘　明 駅前
 谷　内　　　親 駅前の一部・羽鳥の一部
 大　藤　　　保 東平
 菊　池　　　裕 旭・脇山の一部
 佐　伯　光　子 町営住宅・羽刈前
 有　馬　輝　子 十二所
 根　本　　　啓 主任児童委員（堅倉・竹原学区担当）
 川　島　先 　則 主任児童委員（納場・羽鳥学区担当）

◆小美玉市美野里民生委員・児童委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）

民生委員・児童委員は、
　地域の中で、相談や支援を行うボランティアです。

平成 20年 2月 14日　広報おみたま
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■担当の民生委員・児童委員が知りたいときは？
　ご自分のお住まいの地域の民生委員・児童委員が分からないときには、下記までお問い合わせください。
　　○小 川 地 域：福祉事務所小川支所（☎４８－１１１１　内線 2111）
　　○美野里地域：福祉事務所美野里支所（☎４８－０２２１　内線 4008）
　　○玉 里 地 域：福祉事務所社会福祉課社会福祉係（☎４８－１１１１　内線 3224）

氏　　　名 担当区域（行政区域） 住　　　所 電話番号
遠　藤　良　夫 田木谷地区（田木谷、田木谷駅前）

繁　藤　洋　一 新高浜北部地区（新高浜第一の一部、新高浜
第二の一部、玉里団地、野村田池の一部）

長谷川　せ　つ 栗又北部地区（野村田池の一部、第三東宝、
栗又四ケの一部、みどり野）

平　山　カツミ 四ヶ村駅前地区（新田木谷、第二東宝、玉里中台の一部）
石　橋　𠮷　生 川中子地区（川中子）
遠　藤　文　雄 栗又東部地区（栗又四ケの一部、田木谷の一部）

江　澤　公　夫 中道地区（新高浜第一の一部、新田木谷の一
部、玉里中台の一部、上高崎の一部）

片　岡　公　子 上高崎地区（上高崎）
小　松　與士則 上玉里地区（大宮、松山の一部）
大　槻　尚　男 下高崎地区（下高崎、大井戸平山の一部）
幡　谷　　　捷 逆井地区（新高浜第二の一部）
大　塚　惠　士 新高浜東部地区（新高浜第一の一部、野村田池の一部）
久保田　隆　子 岡地区（岡、大井戸平山の一部）
山　口　正　枝 大井戸地区（大井戸平山、下高崎の一部）
関　　　とみ江 中台地区（玉里中台の一部、松山の一部）
室　町　　　勤 主任児童委員（玉里地域担当）
小　玉　知　子 主任児童委員（玉里地域担当）

◆小美玉市玉里民生委員・児童委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
受
賞
者

　

元
小
川
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　

飯　

島　

チ
ヨ
子

　
　
　
　
　
　
　
　

真　

家　

文　

雄

　
　
　
　
　
　
　
　

井　

坂　

貞　

一

　
　
　
　
　
　
　
　

伊　

藤　

正　

善

　
　
　
　
　
　
　
　

高　

須　
　
　

忠

　

元
美
野
里
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　

保　

田　
　
　

進

　
　
　
　
　
　
　
　

関　

根　

元　

枝

　
　
　
　
　
　
　
　

菊　

田　

親　

子

　
　
　
　
　
　
　
　

木　

村　

昌　

雄

　
　
　
　
　
　
　
　

大　

川　

利　

通

　
　
　
　
　
　
　
　

田　

中　

敏　

惠

　
　
　
　
　
　
　
　

藤　

株　

光　

子

　
　
　
　
　
　
　
　

小　

林　

憲　

子

　
　
　
　
　
　
　
　

信　

田　

菊　

江

　

元
玉
里
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　

片　

岡　

宗　

之

　
　
　
　
　
　
　
　

山　

口　
　
　

健

　
　
　
　
　
　
　
　

石　

川　

隆　

雄

　
　
　
　
　
　
　
　

鶴　

町　
　
　

康

　
　
　
　
　
　
　
　

小　

松　

邦　

彦

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
を
授
与
し
ま
し
た

茨
城
県
知
事
感
謝
状
受
賞
者

　

元
小
川
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　

戸　

塚　

一　

夫

　

元
美
野
里
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　

中　

山　

繁　

樹

　
　
　
　
　
　

石　

塚　

和　

子

　
　
　
　
　
　

櫻　

井　

は
つ
江

　

元
玉
里
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　

小　

坂　

忠　

正

　
　
　
　
　
　

赤　

津　

大　

郎

　

平
成
19
年
11
月
30
日
付
け
、
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し
た
民
生
委
員
の
方

が
た
に
厚
生
労
働
大
臣
及
び
茨
城
県
知
事
か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
民
生
委
員
の
方
が
た
は
、
長
年
に
わ
た
る
地
域
福
祉
の
増
進
と
市
福
祉

行
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

広報おみたま　平成 20年 2月 14日
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■
希
望
ヶ
丘
公
園
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

☆
ぼ
く
は
、
希
望
ヶ
丘
公
園
の
す
ぐ

そ
ば
に
住
ん
で
い
ま
す
。
希
望
ヶ
丘

公
園
は
、「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
」

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
ふ
だ
ん
は
、
ぼ

く
た
ち
の
遊
び
場
、
市
の
人
た
ち
み

ん
な
の
い
こ
い
の
場
と
し
て
、
と
て

も
大
切
な
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

希
望
ヶ
丘
公
園
に
は
、
あ
ち
こ
ち

に
木
が
た
く
さ
ん
植
え
て
あ
り
、
自

然
い
っ
ぱ
い
の
中
で
過
ご
せ
る
の
が

い
い
と
こ
ろ
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、 

こ
の
ご
ろ
木
が
切
ら
れ
て
し

ま
い
、
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。 

ど
う
し
て
木
を
切
っ
て
し
ま
っ

た
の
か
な
と
、
少
し
さ
び
し
く
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
希
望
ヶ
丘
公

園
の
整
備
計
画
な
ど
は
、 

ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

　

で
き
る
こ
と
な
ら
、 

希
望
ヶ
丘
公

園
に
ま
た
木
を
た
く
さ
ん
植
え
て
、

緑
い
っ
ぱ
い
の
公
園
に
し
て
ほ
し
い

で
す
。
そ
し
て
市
全
体
で
も
緑
を
増

や
し
、
自
然
豊
か
な
小
美
玉
市
に
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

■
校
舎
の
改
修
・
建
て
替
え
計
画
に
つ
い
て

　

12
月
25
日
、
青
少
年
を
育
て
る
小

美
玉
市
民
の
会
、
小
美
玉
市
学
校
長

会
主
催
の「
第
1
回
子
ど
も
議
会
」が

小
美
玉
市
議
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
21
世
紀
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
、
市
政
の
仕
組
み
と
議
会
の

活
動
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
よ
り
身

近
な
も
の
と
し
て
関
心
を
も
っ
て
も

ら
う
と
同
時
に
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

見
た
市
政
に
対
す
る
意
見
・
要
望
・

提
言
な
ど
を
聞
き
、
市
民
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
12
の
小
学
校
か
ら
の
代
表
者

24
名
が
子
ど
も
議
員
と
し
て
立
派
に

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
長
は
、
前
半
を
小
川
小
学
校
の

五
木
田
夏
実
さ
ん
、
後
半
を
竹
原

小
学
校
の
佐
藤
千
晃
さ
ん
が
務
め

ま
し
た
。
五
木
田
さ
ん
に
感
想
を

聞
く
と「
前
半
の
議
長
を
や
っ
た
こ

と
で
、
議
会
特
有
の
進
め
方
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
生
涯
忘
れ
ら
れ

な
い
良
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

子
ど
も
議
会
で
の
質
問
の
概
要

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
わ
た
し
た
ち
の
竹
原
小
学
校
は
、

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
つ
く
り
を
し
て

い
ま
す
。校
舎
に
は
廊
下
が
な
く
て
、

テ
ラ
ス
を
通
っ
て
教
室
を
移
動
す
る

の
で
す
。
雨
が
降
る
と
テ
ラ
ス
に

は
水
た
ま
り
が
で
き
て
し
ま
い
、
教

室
の
中
ま
で
び
し
ょ
び
し
ょ
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。 

雨
風
の
強
い
日
に

は
、
音
楽
室
や
理
科
室
に
移
動
す
る

と
き
、
給
食
室
に
給
食
を
取
り
に
行

く
と
き
な
ど
、
と
て
も
た
い
へ
ん
で

す
。 

昇
降
口
も
壁
に
囲
ま
れ
て
い
な

い
の
で
、
上
履
き
や
靴
が
ぬ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
階
の
テ
ラ
ス
は
玄
関
や

通
路
と
交
差
し
て
い
る
た
め
、
た
く

さ
ん
の
段
差
が
あ
り
ま
す
。 

私
た
ち

の
学
年
に
は
車
い
す
で
通
学
し
て
い

る
友
達
が
い
ま
す
が
、
教
室
の
出
入

り
や
教
室
移
動
が
と
て
も
た
い
へ
ん

で
す
。
私
た
ち
も
総
合
的
な
学
習
の

時
間
に
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
シ
ニ
ア
体

験
や
車
い
す
体
験
を
し
て
み
て
、
そ

の
た
い
へ
ん
さ
が
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。 

学
校
全
体
が
も
っ
と
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
な
っ
て
い
た
ら
い
い
な
と
感

じ
ま
し
た
。 

　

学
校
の
改
修
や
改
造
工
事
、
建
て

替
え
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。  

ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

■
学
校
の
安
全
対
策
、
地
震
対
策
に
つ
い
て

☆
以
前
、
小
学
校
に
不
審
者
が
侵
入

し
教
室
に
い
た
児
童
が
負
傷
し
た

り
、
亡
く
な
っ
た
と
い
う
事
件
が
あ

り
ま
し
た
。  

そ
の
後
、
学
校
の
門

に
鍵
が
か
け
ら
れ
、
自
由
に
出
入
り

が
で
き
な
く
な
り
、
防
犯
カ
メ
ラ
な

ど
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
小
美
玉

市
と
し
て
の
学
校
へ
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
き
な
地
震
が
日
本
の
各

地
で
起
き
て
い
ま
す
が
、
地
震
が
起

き
た
と
き
の
市
の
対
策
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。（
お
年
寄
り
だ
け
の
家
の
安

全
確
認
、
避
難
誘
導
な
ど
）

　

■
学
校
給
食
に
つ
い
て

☆
新
聞
な
ど
で
、
原
油
の
値
上
が
り

の
影
響
で
、
横
浜
市
で
2
日
間
給
食

を
取
り
や
め
に
し
た
り
、
牛
肉
を
豚

肉
に
変
更
し
た
り
す
る
学
校
が
で
て

き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
、

食
事
は
成
長
に
か
か
わ
る
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
た
大
切
な
も
の
で
、

学
校
給
食
は
そ
の
一
つ
で
す
。

　

学
校
給
食
の
食
事
は
、
安
全
で
楽

し
く
お
い
し
く
食
べ
る
も
の
で
な
け

竹原小学校

石
いしづか

塚　蒼
そ う た

太議員

竹原小学校

佐
さ と う

藤　千
ち あ き

晃議員

玉里小学校

須
す さ き

﨑　綾
あ や か

香議員

玉里小学校

佐
さ が

賀　千
ち ひ ろ

紘議員

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
月
末

に
、
青
少
年
を
育
て
る
小
美
玉
市
民

の
会
か
ら
発
行
さ
れ
ま
す
冊
子
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
市
内
の
図
書
室
・
図

書
館
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

平成 20年 2月 14日　広報おみたま
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で
た
く
さ
ん
の
人
が
余
暇
を
過
ご
せ

る
よ
う
な
市
は
、
と
て
も
明
る
い
理

想
の
市
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
の
小
美
玉
市
の
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
が
、
明
る
く
元
気
に
余
暇

を
過
ご
せ
る
よ
う
な
公
園
を
、
ぜ
ひ

と
も
ふ
や
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
、
公
園
を
つ

く
る
計
画
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

■
市
内
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

☆
私
は
、
市
の
道
路
を
走
り
、
い
ろ

い
ろ
な
施
設
を
ま
わ
る
市
内
バ
ス
を

作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

 

　

理
由
は
、
二
つ
あ
り
ま
す
。 

　

一
つ
目
は
、
車
の
運
転
が
で
き
な

い
お
年
寄
り
や
未
成
年
の
人
、
妊
娠

中
の
女
性
や
小
さ
い
赤
ち
ゃ
ん
が
い

る
お
母
さ
ん
な
ど
が
と
て
も
助
か
る

と
思
う
か
ら
で
す
。  

 

　

こ
れ
を
見
て
く
だ
さ
い
。（
資
料

提
示
）こ
れ
は
、
市
の
人
口
の
推
移

と
推
計
の
グ
ラ
フ
で
す
。 

市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
小
美
玉
市
の
65
歳
以

上
の
お
年
寄
り
の
数
は
、
平
成
17
年

度
で
18
・
8
%
で
し
た
が
、
20
年
後

の
平
成
37
年
度
に
は
27
・
9
%
に
な

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。  

年
を

取
っ
て
車
が
運
転
で
き
な
く
て
も
、

バ
ス
が
あ
れ
ば
気
軽
に
駅
や
四
季
健

康
館
、
病
院
、
買
物
等
に
行
け
る
こ

と
は
、
お
年
寄
り
が
元
気
に
な
っ
て

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
の
学
校
給
食
に
も
影
響
が
あ
る
の

か
心
配
で
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
給

食
の
時
間
は
、
と
っ
て
も
楽
し
み
な

物
で
す
。
楽
し
い
と
い
う
こ
と
は
、

給
食
が
お
い
し
い
と
い
う
こ
と
で
も

あ
る
の
で
す
。
な
の
で
、
小
美
玉
市

で
は
、
学
校
給
食
に
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
く
の
で
す
か
。
お
考
え

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

■
市
の
活
性
化
に
つ
い
て

☆
ぼ
く
は
、
4
月
に
小
美
玉
市
に

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
以
前
に
住

ん
で
い
た
と
こ
ろ
の
地
域
で
は
、
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
を
目
指
し
た
社

会
人
チ
ー
ム
が
あ
り
、
市
民
は
そ

の
チ
ー
ム
を
プ
ロ
に
し
よ
う
と
応
援

を
一
生
懸
命
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
を

開
い
た
り
と
て
も
町
が
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
ス
ポ
ー
ツ
が

好
き
で
す
が
、
小
美
玉
市
に
は
サ
ッ

カ
ー
に
限
ら
ず
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー

ツ
を
応
援
で
き
る
チ
ー
ム
が
あ
っ
た

り
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
あ
っ
た
り

す
る
と
、
市
も
盛
り
上
が
る
の
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
で
は

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が
年
に
一
度
あ
り

ま
す
が
、
ぼ
く
も
ソ
ー
ラ
ン
大
会
に

参
加
し
て
と
て
も
い
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
行
事
で
、
市
が
も
っ
と

盛
り
上
が
る
よ
う
な
、
こ
れ
か
ら
の
新

し
い
計
画
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
な

け
れ
ば
、
市
の
人
た
ち
が
一
つ
に
な
っ

て
楽
し
ん
だ
り
、
盛
り
上
が
る
よ
う
な

計
画
を
ぜ
ひ
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
愛
着
の
あ
る
小

美
玉
市
に
な
る
よ
う
に
、
ぼ
く
も
協
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

■
市
の
公
園
に
つ
い
て

☆
市
の
公
園
に
つ
い
て
、
私
は
市

に
た
く
さ
ん
の
公
園
が
あ
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由

は
、私
の
近
く
に
公
園
が
な
い
こ
と
、

あ
っ
て
も
遠
く
て
一
人
で
は
行
け
な

い
か
ら
で
す
。
私
は
こ
れ
ま
で
友
達

と
遊
ぶ
時
は
、
近
く
に
遊
ぶ
所
が
な

い
の
で
、
友
達
の
家
に
行
っ
た
り
友

達
に
来
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
る
の

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
友
達
の
家
に

行
く
と
き
は
、
遠
く
て
道
に
迷
っ
た

り
し
不
便
な
お
も
い
を
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
天
気
が
良
く
て
も
家
の
中

で
し
か
遊
べ
な
い
不
便
さ
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。
自
分
の
地
区
に
公
園
が

あ
っ
た
ら
、
皆
が
集
ま
れ
る
し
、
外

で
お
も
い
っ
き
り
遊
ぶ
こ
と
も
で
き

る
の
に
な
と
思
い
ま
す
。で
き
れ
ば
、

裸
足
で
も
遊
べ
る
よ
う
な
芝
生
の
広

い
公
園
が
も
う
少
し
た
く
さ
ん
あ
る

と
、
多
く
の
子
ど
も
や
大
人
が
休
日

を
楽
し
く
過
ご
せ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
天
気
の
良
い
日
に
は
、
外

と
て
も
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
や
高
校
生
は
今
通

学
に
自
転
車
を
使
っ
て
い
ま
す
。 

私

の
兄
も
美
野
里
中
に
通
っ
て
い
ま
す

が
、
兄
か
ら
朝
は
通
勤
時
間
と
重
な

る
た
め
、
細
い
道
路
で
は
、
車
と
接

触
し
て
し
ま
い
そ
う
に
な
っ
て
危
な

い
こ
と
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。  

　

バ
ス
が
あ
れ
ば
安
全
に
通
学
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
小
学
生
も

行
動
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
妊
娠
中
の
女
の
人
や
小

さ
い
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
お
母
さ
ん

は
、
な
か
な
か
車
を
運
転
で
き
な
い

の
で
、
家
に
い
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
人
々
が
市
内
バ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
み
ん
な
が

顔
見
知
り
に
な
り
、
ふ
れ
あ
い
が
生

ま
れ
、
助
け
合
え
る
地
域
の
輪
も
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
茨
城
空
港
が
で
き
る

か
ら
で
す
。

　

羽
鳥
駅
か
ら
空
港
ま
で
バ
ス
が

通
っ
て
い
れ
ば
、
空
港
を
利
用
す
る

と
き
に
駐
車
場
の
心
配
を
し
な
く
て

い
い
の
で
利
用
者
が
増
え
る
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
J
R
か
ら
の
乗
り
換
え
で

ア
ク
セ
ス
が
よ
い
の
で
、
市
外
や
県

外
の
人
に
も
、
気
軽
に
空
港
を
使
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
市
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
二
つ
の
理
由
か
ら
、
私
は
市

内
バ
ス
を
作
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

　

■
中
学
校
の
建
設
に
つ
い
て

☆
ぼ
く
は
、
来
年
中
学
生
に
な
り
ま

す
。
こ
の
ご
ろ
中
学
校
の
こ
と
を
真

剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
の
ぼ
く
の
願
い
は
、
美
野
里
地
区

内
に
、
も
う
一
つ
の
中
学
校
を
造
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　

理
由
は
三
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
一

つ
目
は
、
部
活
の
こ
と
で
す
。
人
数

が
多
い
と
、
部
活
で
の
待
つ
時
間
が

多
く
、
練
習
の
量
が
少
な
く
な
り

ま
す
。
学
校
を
二
つ
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
一
つ
の
部
活
の
人
数
が
減

り
、
練
習
の
量
も
増
え
る
と
思
う
か

ら
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
人
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
で
す 

。
お
兄
ち
ゃ
ん
が「
全
く

名
前
の
知
ら
な
い
同
級
生
が
い
る
。」

と
言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

し
た
。 

人
数
が
半
分
に
な
れ
ば
、
み

ん
な
の
顔
や
名
前
を
覚
え
ら
れ
る
と

思
う
か
ら
で
す
。ま
た
、少
な
い
方
が
、

先
生
や
同
級
生
と
気
軽
に
話
す
こ
と

が
で
き
て
ふ
れ
合
え
る
か
ら
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
通
学
距
離
の
こ
と
で

す
。 

学
校
か
ら
遠
い
人
は
、
家
を
早

く
出
て
長
い
距
離
を
自
転
車
で
通
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
の
中
学

校
と
、
は
な
れ
た
所
に
も
う
一
つ
の

中
学
校
を
造
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通

学
時
間
も
通
学
距
離
も
減
り
、
ゆ
と

り
を
も
っ
て
安
全
に
通
学
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

野田小学校

鎌
か ま た

田　健
け ん じ

児議員

野田小学校

水
み ず の

野　千
ち あ き

照議員

羽鳥小学校

潮
うしおだ

田　春
は る か

香議員

羽鳥小学校

細
ほ そ や

谷　聡
と し き

希議員

広報おみたま　平成 20年 2月 14日
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■ 

茨
城
空
港
内
の
公
園
や
公
共
施

設
の
整
備
に
つ
い
て

☆
平
成
21
年
、
私
た
ち
の
上
吉
影
小

学
校
区
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
百
里
基

地
は
、
民
間
供
用
の「
茨
城
空
港
」と

し
て
開
港
し
ま
す
。そ
れ
に
向
け
て
、

大
き
な
道
路
が
ど
ん
ど
ん
作
ら
れ
、

広
告
や
看
板
な
ど
で
も
宣
伝
さ
れ

「
も
う
す
ぐ
で
き
る
ん
だ
」と
私
た
ち

の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
人
が
利
用
し
て
く
れ
る
と
、

小
美
玉
市
が
豊
か
に
な
っ
て
良
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
茨
城
空
港
が
開
港
す
る

と
聞
い
て
、
便
利
に
な
る
こ
と
は
な

ん
と
な
く
分
か
り
ま
す
が
、
具
体
的

に
空
港
の
ま
わ
り
が
ど
う
な
る
の

か
、
私
た
ち
の
生
活
が
ど
の
よ
う
に

変
わ
る
の
か
、
と
て
も
興
味
関
心
が

あ
り
ま
す
。  

小
美
玉
市
と
し
て
こ

の
茨
城
空
港
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
部

分
で
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
と
は
思
い

ま
す
が
、
特
に
私
た
ち
が
利
用
し
た

り
使
っ
た
り
で
き
る
公
園
や
公
共
施

設
の
整
備
、
空
港
に
関
連
す
る
施
設

な
ど
の
部
分
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
、
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の

か
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
美
野
里
中
は
21
ク
ラ
ス
・

7
8
8
人
い
る
そ
う
で
す
。
小
川
地

区
の
北
中
は
、
2
4
8
人
、
南
中
は

3
3
1
人
で
す
。
ぜ
ひ
、
美
野
里
地

区
に
も
う
一
つ
の
中
学
校
を
造
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

■ 

見
学
や
体
験
学
習
な
ど
の
事
業

計
画
に
つ
い
て

☆
ぼ
く
は
、 

今
ま
で「
茨
城
空
港
見

学
会
」「
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
」「
小
美

玉
市
探
検
隊
」な
ど
市
の
催
し
も
の

に
た
く
さ
ん
参
加
し
て
き
ま
し
た
。   

そ
の
た
び
に
と
て
も
た
め
に
な
り
、

楽
し
く
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

合
併
前
か
ら
こ
の
よ
う
な
催
し
物

に
積
極
的
に
参
加
し
て
き
た
の
で
す

が 

、
小
美
玉
市
と
し
て
合
併
し
た

こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
体
験
や
活
動

の
場
が
広
が
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。文
化
遺
産
や
古
墳
め
ぐ
り
、

ま
た
、
各
地
区
と
の
交
流
な
ど
体
験

し
て
み
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
普
段
な
ら
入
れ
な
い
施
設
や

体
験
で
き
な
い
こ
と
が
で
き
る
の
が

大
き
な
魅
力
で
す
。

　

今
後
ど
の
よ
う
な
催
し
物
を
企
画

し
て
い
く
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
家
族
で
参
加
で
き
た
り
、
ぼ

く
た
ち
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
要
望

を
生
か
し
た
り
で
き
る
事
業
の
計
画

な
ど
は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

こ

れ
か
ら
の
計
画
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

■
市
内
巡
回
バ
ス
に
つ
い
て

☆
ぼ
く
は
、
小
美
玉
市
に
合
併
す
る

前
か
ら
、
産
業
祭
や
子
ど
も
祭
り
な

ど
の
行
事
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。
合
併
後
は
、
開
催
場
所
が
分
散

さ
れ
た
た
め
、
子
ど
も
だ
け
で
行
く

に
は
遠
い
こ
と
も
あ
り
今
年
は
、 

い

け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
残
念
に
思

い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
と
き
に
、
子
ど
も
や
車
の

運
転
が
出
来
な
い
人
も
自
由
に
利
用

で
き
る
巡
回
バ
ス
が
あ
れ
ば
と
て
も

い
い
と
思
い
ま
す
。  
た
く
さ
ん
の

行
事
に
参
加
し
た
り
、
学
区
外
の
施

設
を
利
用
で
き
た
り
す
る
も
の
学
習

の
場
が
広
が
り
、
ま
た
、
他
の
地
区

の
友
達
と
も
交
流
が
し
や
す
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
だ
け
で
参
加
で
き

る
学
習
会
な
ど
が
企
画
さ
れ
る
と
、

巡
回
バ
ス
が
あ
れ
ば
車
で
送
っ
て
も

ら
わ
な
く
て
も
、
自
由
に
参
加
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　

巡
回
バ
ス
が
出
来
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ぼ
く
た
ち
子
ど
も
た
ち
だ
け
で

で
は
な
く
、
車
の
運
転
が
で
き
な
い

人
に
と
っ
て
も
と
て
も
便
利
に
な
る

と
思
い
ま
す
。  

今
後
、
小
美
玉
市

に
住
む
人
が
便
利
に
使
え
る
交
通
手

段
が
、
ふ
え
る
見
通
し
は
あ
る
の
か

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

■ 

上
吉
影
小
学
校
付
近
の
歩
道
整

備
に
つ
い
て

☆
私
た
ち
が
通
う
上
吉
影
小
学
校
の

近
く
で
は
、
茨
城
空
港
開
設
と
合
わ

せ
て
、
大
き
な
道
路
が
造
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
道
路
は
両
側
に
広
い
歩

道
が
あ
り
、
と
て
も
立
派
な
道
路
で

す
。
で
も
私
た
ち
が
毎
日
学
校
に
行

く
と
き
に
通
っ
て
い
る
上
吉
影
十
字

路
か
ら
小
川
方
面
に
向
う
道
路
は
、

道
幅
が
狭
く
カ
ー
ブ
に
な
っ
て
い

て
、
歩
道
も
な
い
の
で
登
下
校
の
時

と
て
も
危
険
で
す
。
特
に
朝
夕
の
交

通
量
が
多
く
、
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
な

ど
の
大
型
車
も
通
っ
て
い
ま
す
。
運

転
手
さ
ん
た
ち
も
、
私
た
ち
の
脇
を

通
る
と
き
は
徐
行
し
た
り
、
止
ま
っ

て
く
れ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
す
れ
す
れ
で
、
と
て
も
危
険
で

す
。 　

新
し
く
て
立
派
な
道
路
が
で

き
て
も
、
私
た
ち
は
今
ま
で
の
道
を

通
っ
て
行
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
今

ま
で
の
道
路
も
今
度
で
き
た
道
路
の

よ
う
に 

、
広
い
道
路
を
造
っ
て
欲

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
市
の
考

え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

■
校
舎
の
改
修
ま
た
は
建
て
替
え
に
つ
い
て

☆
私
た
ち
の
堅
倉
小
学
校
は
、
歴
史

が
長
く
多
く
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
が
、
こ
の
堅
倉
小
学
校
の
卒
業
生

で
す
。
昔
か
ら
な
じ
み
深
い
堅
倉

小
学
校
は
、
地
域
の
方
々
か
ら
も
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
堅
倉
小
学
校

は
、
私
た
ち
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
多
く
の
人
々
の
思
い
出
と
未

来
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
な
の
で
す
。
け

れ
ど
も
、
歴
史
が
長
い
分
、
そ
れ
に

と
も
な
い
多
く
の
問
題
も
生
じ
て
い

ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
校
舎
全
体
が
古
く
て

危
険
な
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
学

校
の
階
段
に
ヒ
ビ
が
入
っ
て
い
た
り
、

校
舎
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
屋
根
の
一

部
が
か
け
て
い
た
り
し
て
い
る
所
が

あ
り
ま
す
。
大
き
な
地
震
が
起
き
た

と
き
に
は
、
避
難
場
所
と
な
る
学
校

は
、
安
全
で
な
け
れ
ば
成
り
ま
せ
ん
。

　

二
つ
目
は
、
不
審
者
が
侵
入
し
や

す
い
校
舎
の
つ
く
り
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
校
舎
は
横
に
と
て
も
長
く
、

そ
の
た
め
児
童
の
昇
降
口
の
数
が
多

く
7
つ
も
あ
り
ま
す
。
1
階
の
端
の

教
室
は
職
員
室
か
ら
も
遠
く
、
監
視

の
目
が
届
き
に
く
く
、
不
審
者
に

と
っ
て
は
侵
入
し
や
す
い
環
境
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
堅
倉
小

学
校
の
つ
く
り
は
、
廊
下
が
な
く
、

テ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
雨
が
強
く
降
る
と
テ
ラ
ス
が
濡

れ
て
し
ま
い
、
昇
降
口
に
入
る
の
に

も
濡
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

濡
れ
ず
に

入
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
校
舎
が
古
い
た
め
に

い
ろ
い
ろ
問
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と

玉里北小学校

内
うちおけ

桶　由
ゆ う き

基議員

上吉影小学校

円
えんじょうじ

城寺　美
み ほ

保議員

上吉影小学校

市
い ち げ

毛　夏
か な

南議員

堅倉小学校

坂
さかした

下　恵
え り か

利佳議員

玉里北小学校

高
た か の

野　友
ゆ う

佑議員
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■
霞
ヶ
浦
の
浄
化
対
策
に
つ
い
て

☆
私
た
ち
の
学
校
で
は
、
エ
コ
ク
ラ

ブ
活
動
と
し
て
、
毎
年
、
ア
サ
ザ
を

種
か
ら
育
て
、
ア
サ
ザ
基
金
の
方
や

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
に

も
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
霞
ヶ
浦
に

ア
サ
ザ
を
植
え
て
い
ま
す
。
わ
ず
か

な
力
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
少
し
で

も
湖
が
き
れ
い
に
な
る
と
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

小
美
玉
市
と
し
て
こ
れ
か
ら
霞
ヶ
浦

浄
化
に
つ
い
て
、
何
か
取
り
組
み
を
お

考
え
で
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

■ 

茨
城
空
港
の
開
港
に
伴
う
騒
音

や
安
全
問
題
に
つ
い
て

☆
平
成
21
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る

茨
城
空
港
の
開
港
を
、
ぼ
く
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。 
地
域
の
発
展
に

つ
な
が
り
、
多
く
の
人
が
小
美
玉
市

を
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
か
ら

で
す
。
一
方
で
、
大
き
な
飛
行
機
が

ひ
ん
ぱ
ん
に
離
着
陸
し
、
今
以
上
に

騒
音
が
ひ
ど
く
な
ら
な
い
の
か
、
ま

た
、
大
き
な
道
路
が
で
き
、
交
通
量

が
増
加
に
よ
っ
て
、
交
通
事
故
が
多

発
し
な
い
か
な
ど
、
心
配
さ
れ
る
こ

と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

で
す
。
以
前
に
図
工
室
で
シ
ロ
ア
リ

が
発
生
し
た
り
、
教
室
で
雨
漏
り
が

あ
っ
た
り
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
ら
な
い
で
、
安
心
し
て

過
ご
す
事
の
で
き
る
学
校
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
堅
倉
小
学
校
の
児
童
全
員

が
、
楽
し
く
安
心
し
て
生
活
で
き
る
小

学
校
に
す
る
た
め
に
、
堅
倉
小
学
校
の

改
修
や
建
て
替
え
の
予
定
が
あ
れ
ば
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

■ 

整
備
の
整
っ
た
図
書
館
の
整
備

計
画
に
つ
い
て

☆
小
美
玉
市
に
は
、
大
き
な
図
書
館

が
あ
り
ま
せ
ん
。
美
野
里
地
区
に
は

公
民
館
に
設
置
さ
れ
て
い
る
図
書
室

は
あ
り
ま
す
が
、
図
書
の
数
や
閲
覧

室
・
学
習
室
の
広
さ
が
十
分
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
と
き
ど
き
調
べ
学
習
の
た

め
に
公
民
館
の
図
書
室
を
利
用
し
て

い
ま
す
。 

し
か
し
、
参
考
に
な
る
本

が
見
つ
か
ら
ず
、
結
局
本
屋
さ
ん
に

行
っ
て
本
を
購
入
し
て
し
ま
う
こ
と

が
多
い
で
す
。

　

そ
こ
で
、
私
は
、
近
隣
の
図
書
館

の
様
子
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
笠
間

市
で
は
、
3
つ
図
書
館
が
あ
り
、
本

の
内
容
や
冊
数
も
充
実
し
、
た
と
え

ば
A
の
図
書
館
で
本
や
ビ
デ
オ
を
借

り
て
も
、
B
や
C
の
図
書
館
に
返
し

て
も
い
い
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
茨
城
町
の
図
書
館
は
、
だ

れ
に
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
。
車
い
す
を
使
用
し
て

い
る
人
の
た
め
の
机
は
も
ち
ろ
ん
、  

パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
社
会
人
専
用
の

机
、
小
さ
な
子
が
親
と
一
緒
に
座
っ

て
本
が
読
め
る
幼
児
の
た
め
の
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
設
備
の
整
っ
た
大
き

な
図
書
館
が
あ
る
と
、
小
美
玉
市
す

べ
て
の
人
が
、
本
に
親
し
み
、
教
養

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

ぜ
ひ
、
美
野
里
地

区
に
も
設
備
の
整
っ
た
図
書
館
を
設

置
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

■
茨
城
空
港
始
動
後
の
小
美
玉
市
に
つ
い
て

☆
先
日
、
市
音
楽
の
つ
ど
い
で
小
川

文
化
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
た
と
き
、
小

川
支
所
に
「
日
本
全
国
ご
近
所
大
作

戦
」と
大
き
な
看
板
が
あ
り
ま
し
た
。

　

茨
城
空
港
が
ス
タ
ー
ト
す
る
ま

で
、
も
う
す
ぐ
な
ん
だ
な
と
感
じ
ま

し
た
。 

 

　

こ
の
空
港
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

す
る
と
道
路
や
街
な
み
、
人
々
の
動

き
な
ど
小
美
玉
市
全
体
に
ど
の
よ
う

な
良
さ
が
あ
る
の
か
、
市
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
市
で
は
ど
の

よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

■
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て

☆
私
た
ち
は
、
社
会
の
学
習
で
、
日

本
国
憲
法
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。
日
本
国
民
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
権
利
や
義
務
が
あ
る
こ
と
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。 

そ
ん
な
と
き
、
も
う

す
ぐ
、
小
美
玉
市
に
市
の
憲
法
と
い

わ
れ
る
「
自
治
基
本
条
例
」が
で
き

る
と
い
う
記
事
を
新
聞
で
見
ま
し

た
。
茨
城
県
の
中
で
一
番
、
最
初
に

で
き
る
と
い
う
こ
と
や
市
民
の
日
が

作
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
少
し
わ

く
わ
く
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
内

容
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が

で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち

の
生
活
は
ど
う
変
わ
る
の
で
し
ょ
う

か
。（
市
民
の
日
は
、
学
校
は
休
み

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。）

　

私
た
ち
に
も
わ
か
る
よ
う
に
、
自

治
基
本
条
例
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

■
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

☆
私
た
ち
の
納
場
小
学
校
の
6
年
生

は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に「
マ

イ
ベ
ス
ト
タ
ウ
ン（
私
た
ち
の
理
想

の
街
）」と
い
う
テ
ー
マ
で
勉
強
し
て

い
ま
す
。  

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、 

そ
の
中
で
都
市
基
盤
と
な
る
安
全
な

街
づ
く
り
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。  

そ
こ
で
、
道
路
の
安
全

確
保
と
い
う
こ
と
で
市
に
お
願
い
し

た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
通
学
路
の
整
備
を

お
願
い
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。  

私
た
ち
は
、
納
場
か
ら
高
田
地
区
へ

の
通
学
路
を
調
べ
ま
し
た
。 

こ
こ
の

道
に
は
一
応
歩
道
は
あ
り
ま
す
が
、 

道
が
せ
ま
く
、
長
い
草
が
歩
道
を
埋

め
尽
く
し
て
私
た
ち
の
歩
く
場
所
が

な
い
の
で
す
。 

そ
の
た
め
、
こ
の
道

を
歩
く
人
の
ほ
と
ん
ど
が
車
道
を

通
っ
て
い
る
の
が
実
状
で
、
車
と
接

触
す
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
な

り
ま
す
。 

　

そ
こ
で
、
納
場
学
区
の
通
学
路
に

お
い
て
は
、道
の
草
を
定
期
的
に
刈
っ

た
り
、
歩
道
を
広
く
し
て
も
ら
え
る

と
、
道
を
歩
く
人
は
誰
で
も
安
心
し

て
通
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
自
転
車
と

歩
行
者
の
接
触
事
故
も
あ
る
の
で
、

歩
道
や
車
道
以
外
に
、
自
転
車
専
用

の
道
を
作
っ
て
も
ら
え
る
と
、
事
故

が
少
な
く
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

　

二
つ
目
は
、
信
号
が
な
い
十
字
路

に
、
信
号
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
十
字
路
で
見
通
し
が

悪
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
歩
行
者
と

車
の
信
号
が
な
い
所
が
あ
り
ま
す
。  

　

過
去
に
車
同
士
の
接
触
事
故
も
起

堅倉小学校

平
ひらもと
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み ず き
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車
道
を
区
別
す
る
線
も
、
と
て
も
せ

ま
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
違

反
の
車
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

通
学
路
の
道
路
事
情
を
ど
の
く
ら

い
は
あ
く
し
、
ま
た
、
そ
れ
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
整
備
計
画
を
立
て
て

い
る
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

■ 

交
通
事
故
を
な
く
す
対
策
・
商

店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て

☆
ぼ
く
の
住
ん
で
い
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
で
、
最
近
バ
イ
ク
と
車
の
事
故
が

あ
り
ま
し
た
。
バ
イ
ク
の
運
転
手
さ

ん
は
病
院
に
運
ば
れ
ま
し
た
が
、
軽

い
け
が
で
済
み
ま
し
た
。
そ
の
時
、

事
故
の
怖
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ぼ
く

は
登
下
校
の
班
長
を
し
て
い
て
、
小

学
3
年
生
を
3
人
連
れ
て
き
て
い
ま

す
。
ぼ
く
も
班
長
と
し
て
交
通
事
故

に
は
気
を
つ
け
て
い
ま
す
が
、
小
美

玉
市
で
は
登
下
校
の
交
通
事
故
を
な

く
す
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考

え
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
ぼ
く
の
住
ん
で
い
る
小
川

地
区
の
商
店
街
は
人
通
り
が
少
な
く
、

に
ぎ
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。  

茨
城
空
港
が
で
き
る
と
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
が
小
美
玉
市
に
く
る

と
思
い
ま
す
。 

小
美
玉
市
に
も
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
楽
し
い
商
店
街
が
あ
る

と
い
い
と
思
い
ま
す
。
小
美
玉
市
の

商
店
街
の
活
性
化
の
た
め
に
ど
の
よ

う
な
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

き
て
い
て
、
私
た
ち
は
通
学
す
る
時

に
危
険
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

事
故
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
信
号
の
設
置
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

　

■
教
育
施
策
に
つ
い
て

☆
小
美
玉
市
で
は
、「
教
育
」を
重
点

施
策
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。 

　

私
は
、
納
場
小
学
校
で
学
び
、
も

う
す
ぐ
卒
業
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
6
年
間
楽
し
く
精
一
杯

学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。  

あ
り
が
と
う
ご 

ざ
い
ま
す
。

　

私
が
市
に
考
え
て
ほ
し
い
こ
と

は
、
教
育
予
算
を
増
額
し
て
、
さ
ら

に「
教
育
」を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
特
に
、
次
の
3
つ

の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

一
つ
目
は
、
学
校
図
書
や
学
級
文

庫
の
本
を
さ
ら
に
充
実
し
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
読
書
が
大

好
き
で
す
。
納
場
小
学
校
で
は
、
毎

朝
読
書
の
時
間
が
あ
り
、
た
く
さ

ん
の
本
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
本
に
ふ
れ
、
心

を
豊
か
に
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
台
数
を

も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
学
級
で
は
、
社
会
科
の
調
べ

学
習
が
好
き
で
、
休
み
時
間
も
パ
ソ

コ
ン
の
順
番
待
ち
で
す
。
パ
ソ
コ
ン

室
も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
す
ぐ
に

使
え
る
よ
う
に
教
室
に
も
っ
と
パ
ソ

コ
ン
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
教
室
の
机
・
い
す
を

も
っ
と
よ
い
も
の
に
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。 

私
た
ち
が
一
日
中
す

わ
っ
て
勉
強
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

の
で
、 

快
適
に
学
習
が
で
き
る
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
未

来
の
小
美
玉
市
を
担
う
小
学
生
や
中

学
生
が
、
よ
い
環
境
の
中
で
学
習
で

き
る
よ
う
に
、
市
の
教
育
予
算
を
増

加
し
て
、
教
育
を
充
実
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

■ 

安
全
に
登
下
校
が
で
き
る
道
路

の
整
備
計
画
に
つ
い
て

☆
私
は
、
学
校
ま
で
約
1
時
間
ほ
ど

歩
い
て
登
下
校
し
て
い
ま
す
。特
に
、

私
が
通
っ
て
い
る
所
は
、
森
や
林
が

多
く
、
街
灯
も
あ
ま
り
な
い
の
で
、

真
っ
暗
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

途
中
ま
で
は
友
だ
ち
と
一

緒
な
の
で
安
心
な
の
で
す
が
、
一
人

に
な
っ
て
し
ま
う
時
間
が
多
く
、
不

審
者
が
で
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安

で
す
。
私
の
住
ん
で
い
る
山
野
地
区

以
外
で
も
、
危
険
な
場
所
は
た
く
さ

ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
朝
登
校
す
る
と
き
に
は
、

中
学
生
が
自
転
車
で
歩
道
を
通
る
の

で
大
変
歩
き
ず
ら
い
で
す
。
歩
道
と

　

■
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

☆
小
川
小
学
校
学
区
内
の
通
学
路
に

は
街
灯
が
少
な
く
、
陽
の
短
く
な
る

こ
の
季
節
、
夕
方
遅
い
時
刻
に
な
る

と
、
辺
り
が
真
っ
暗
に
な
っ
て
し
ま

い
、
こ
わ
い
思
い
を
す
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
大
通
り
に
は
街
灯
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
一
歩
路
地
に
入

る
と
街
灯
も
な
く
、
し
か
も
人
通
り

も
少
な
い
の
で
、
不
審
者
の
出
そ
う

な
気
配
が
あ
り
、と
て
も
心
配
で
す
。

近
ご
ろ
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
、
子
ど

も
た
ち
が
被
害
に
ま
き
こ
ま
れ
る
事

件
が
数
多
く
発
生
し
て
い
る
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
小
美
玉
市

で
、
今
後
い
つ
同
じ
被
害
に
あ
っ
て

も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

街
灯
を

も
っ
と
設
置
し
、
明
る
く
安
全
な
市

に
し
て
、
住
民
が
も
っ
と
安
心
し
て

生
活
し
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
に
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

小
美
玉
市
が
安
全
対
策
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

■
学
校
の
環
境
改
善
計
画
に
つ
い
て

☆
ぼ
く
た
ち
は
、
夏
の
と
て
も
暑
い

日
で
も
、
暑
さ
を
が
ま
ん
し
て
勉
強

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
毎
日
40

度
近
く
に
な
る
教
室
で
、
集
中
し
て

学
習
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
で

す
。
特
に
暑
さ
は
、
上
へ
と
上
が
っ

て
く
る
の
で
、
3
階
は
と
て
も
む
し

暑
い
で
す
。
そ
れ
に
校
舎
は
南
東
向

き
に
建
て
ら
れ
て
い
る
の
で
、
朝
か

ら
す
で
に
夏
の
光
線
に
さ
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。 

ば
く
た
ち
は
、
教
室
に
入

る
気
が
う
せ
て
し
ま
い
、
廊
下
で
う

ろ
つ
く
人
も
出
て
き
ま
す
。
授
業
中
、

あ
お
ぎ
た
い
気
持
ち
を
お
さ
え
て

じ
っ
と
し
て
い
る
と
、
顔
か
ら
出
た

汗
が
首
や
う
で
を
つ
た
っ
て
い
く
の

で
す
。厚
手
の
ハ
ン
カ
チ
を
2
枚
持
っ

て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、す
ぐ
に
ぐ
っ

し
ょ
り
湿
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
エ
ア

コ
ン
が
あ
れ
ば
、
夏
も
温
度
調
節
が

で
き
る
た
め
、
快
適
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
、
勉
強
も
は
か
ど
る
と
思
い

ま
す
。 

各
学
校
に
エ
ア
コ
ン
が
つ
い

た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。 

　

今
後
の
、
予
定
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
 

橘小学校

藤
ふ じ い

井　菜
な つ み

摘議員

橘小学校

谷
や た が わ

田川　翔
しょうへい

平議員

小川小学校

五
ご き た

木田　夏
な つ み

実議員

小川小学校

瀧
た き た

田　渓
け い ご

吾議員

納場小学校

松
まつしろ

代　仁
ひ と み

美議員

平成 20年 2月 14日　広報おみたま



　小美玉市民の日条例が昨年12月議会で可決され、小美玉市が誕生した 3月27日を「小美玉市民の日」として制定しま
した。
　市民の日は、郷土の歴史を振り返り、「ふるさと小美玉市」について愛着と理解を深め、市民であることを誇りに思う
心と市民としての一体感をはぐくみ、より豊かで魅力ある小美玉市を将来にわたって築きあげることを期する日として
設けるものです。
　下記の小旗を切り取り、玄関や卓上にお飾りください。（作り方は裏面にあります）

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ



⒈点線に沿って「市旗」と「国旗」を切り取ります。（のりしろは付けたままです）

⒉割りばしやストローなどに、のりしろ部分を巻きつけ糊付けします。

⒊卓上におく場合は、粘土に刺したりグラスに入れたり、いろいろ工夫できます。

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ
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『茨城空港見学会』参加者募集！『茨城空港見学会』参加者募集！『茨城空港見学会』参加者募集！
　市では、平成21年度の開港に向けて工事が進む、首都圏の北の玄関口『茨城空港』への見学会の参加
者を募集します。参加ご希望の方は、以下の内容をご覧のうえご応募ください。なお、参加は無料です
が、先着順ですので、定員になり次第締め切らせていただきます。お早めのご応募をお待ちしています。

⒈開催日時等
　■開催日時　3月13日（木）午後から
　■集合場所　小美玉市役所及び小川総合支所
　■出発時間　午後1時（小川総合支所は、午後1時20分）
　■見学場所　国土交通省が整備する茨城空港
　　　　　　　＊詳細は参加者が決定次第、事務局からご連絡します。
　　　　　　　
⒉募集対象及び定員
　■対　　象　市内在住の方に限ります。
　　　　　　　＊なお、小学生以下の方は、保護者の同伴が必要となります。
　■定　　員　30名程度
　　　　　　　＊定員になり次第、締め切らせていただきます。
⒊募集期間
　■2月22日（金）から定員になり次第終了。
　　※募集開始前の申込み並びに事前予約などは行いません。

⒋応募方法
　　参加を希望する方は、以下の必要事項をご記入の
　うえ、なるべくファックスまたは電子メールでお申込みく
　ださい。申込みは先着順となりますので、お早めにお
　申込みください。
　　❶郵便番号、住所、電話番号　❷氏名、性別
　　❸生年月日、年齢　❹勤務先または学校名
　　❺集合希望場所　　 （役職名または学級名なども記入願います）
⒌応募・問い合わせ（事務局）
　　〒319－0192　小美玉市堅倉835番地
　　小美玉市 市長公室 空港対策課内「茨城空港見学会」担当
　　　☎48－1111　内線1161
　　FAX48－1199
    　電子メール　kuko@city.omitama.lg.jp
　　ホームページ　http://www.city.omitama.lg.jp/hyakuri/index.html

戦没者等のご遺族の皆様へ
★第八回特別弔慰金の請求期限が近づいています。

平成20年3月31日までに、ご請求ください。

支給対象となる方

　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成17年4月1日にお
いて公務扶助料や遺族年金等を受ける方がいない場合に、
次の順番による先順位のご遺族お一人。

⒈戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
⒉戦没者等の子
⒊戦没者と生計関係を有していた①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
　の順（平成17年4月1日において婚姻により姓が変わっている
　方または遺族以外の方と養子縁組をしている方は除かれます。）

⒋上記3以外の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹の順
⒌上記1から4以外の三親等内の親族（戦没者等の死亡時まで引き
　続き1年以上生計関係を有していた方に限られます。）

※支給対象遺族は、戦没者の死亡当時生存していたことが要件となっています。
　子については、戦没者の死亡当時の胎児も含まれます。

支給内容 額面 40万円、10年償還の記名国債

問い合わせ・相談・請求窓口

福祉事務所　社会福祉課　社会福祉係（玉里総合支所2階）
　☎４８－１１１１　内線 3224
福祉事務所美野里支所（四季健康館内）
　☎４８－０２２１　内線 4008
福祉事務所小川支所（小川総合支所 1階）
　☎４８－１１１１　内線 2111

航
空
開
発
実
験
集
団
司
令
）

　

演
題
： （
仮
）基
地
・
民
間
空
港

と
共
存
す
る
新
し
い
ま

ち
小
美
玉

※ 

式
典
に
先
立
ち
、
市
民
憲
章
除

幕
式
を
小
美
玉
市
役
所
本
庁
舎

玄
関
前
で
午
前
９
時
か
ら
行
い

ま
す
。

参
加
方
法

　

当
日
、
会
場
へ
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
秘
書
広
聴
課
秘
書
係

　

☎
４
８-

1
1
1
1

　

内
線
1
2
1
1

　
「
小
美
玉
市
民
の
日
」を
記
念
し

て
、
左
記
の
と
お
り
式
典
を
開
催

し
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い

と　

き　

3
月
27
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時

と
こ
ろ　

小
川
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

内　

容

・
祝
太
鼓（
み
の
り
太
鼓
）

　

※
午
前
9
時
40
分
か
ら

・
表
彰
式

・
小
美
玉
市
の「
踊
り
歌
」の
完
成
披
露

　

ゲ
ス
ト 

鎌
田
英
一

　
（
踊
り
歌
作
曲
者
・
民
謡
歌
手
）

・
講
演
会

　

講
師
：
長
島
修み

ち
て
る照 

空
将

　
（
航
空
自
衛
隊

広報おみたま　平成 20年 2月 14日
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元
美
野
里
消
防
団

　
　

団　
　

員　
　

田
上　

幸
則

　

元
玉
里
消
防
団

　
　

団　
　

員　
　

大
槻　

貴
夫

　
　

部　
　

長　
　

小
林　
　

浩

　
　

分
団
長　
　

鯉
淵　

義
昭

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

○
勤
続
章

　

美
野
里
消
防
団

　
　

団　
　

長　
　

磯
辺　
　

隆

　
　

副
団
長　
　

磯
邊　
　

寛

　
　

部　
　

長　
　

木
村
五
王
進

　

元
美
野
里
消
防
団

　
　

班　
　

長　
　

皆
藤　

佳
一

【
茨
城
県
知
事
表
彰
】

○
功
労
章

　

小
川
消
防
団

　
　

団　
　

長　
　

長
島　

正
文

○
永
年
勤
続
功
労
章
30
年
以
上

　

美
野
里
消
防
団

　
　

団　
　

長　
　

磯
辺　
　

隆

　
　

副
団
長　
　

磯
邊　
　

寛

　
　

部　
　

長　
　

木
村
五
王
進

　

小
川
消
防
団 

　
　

団　
　

員　
　

額
賀　

良
輔

○
永
年
勤
続
功
労
章
20
年
以
上

　

小
川
消
防
団

　
　

本
部
員　
　

佐
川　
　

隆

　

美
野
里
消
防
団

　
　

部　
　

長　
　

井
坂　
　

淳

　
　

分
団
長　
　

福
田　

千
里

　

玉
里
消
防
団 

　
　

団　
　

員　
　

笹
目　

憲
司

　
　

団　
　

員　
　

矢
口　

信
夫

　
　

団　
　

員　
　

塚
田　

德
一

　
　

団　
　

員　
　

松
本　

修
一

【
茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

○
分
団
表
彰

　

玉
里
消
防
団　

第
1
分
団

○
永
年
勤
続
功
労
章

　

小
川
消
防
団　

第
3
分
団

　
　

団　
　

員　
　

額
賀　

良
輔

○
功
労
章

　

1
月
6
日
、
無
災
害
・
無
火
災

を
願
い
、
小
美
玉
市
消
防
出
初
式
が

四
季
の
広
場
・
四
季
文
化
館
に
お
い

て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
団
員
、

消
防
本
部
職
員
等
が
参
加
し
、
四
季

の
広
場
で
は
、
出
場
人
員
報
告
、
服

装
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
四
季
文
化
館
で
は
、
功

労
者
等
の
表
彰
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
等
を
行
い
、
四
季
の
広
場
に
て

放
水
式
を
行
い
ま
し
た
。

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

○
退
職
に
際
し
銀
杯
を

授
与
さ
れ
る
元
団
員

　

1
号
報
償

　

元
小
川
消
防
団

　
　

分
団
長　
　

松
塚　
　

章

　
　

元
美
野
里
消
防
団

　
　

分
団
長　
　

皆
藤　

佳
一

　

2
号
報
償

　

元
小
川
消
防
団

　
　

分
団
長　
　

久
米　

徳
行

　
　

分
団
長　
　

藤
枝　

孝
行

　
　

分
団
長　
　

福
田　

春
雄

　
　

分
団
長　
　

上
遠
野
芳
弘

　
　

副
分
団
長　
　

長
谷
川
広
一

　
　

分
団
長　
　

松
島　

光
雄

　

元
玉
里
消
防
団

　
　

分
団
長　
　

菖
蒲
澤
正
樹

　
　

部　
　

長　
　

菊
地　

正
晃

　
　

分
団
長　
　

中
島　

克
己

　
　

副
分
団
長　
　

遠
藤　

初
男

　
　

分
団
長　
　

渡
邉　

正
吾

【
茨
城
県
知
事
表
彰
】

○
退
職
に
際
し
金
杯
を

授
与
さ
れ
る
団
員

　

元
小
川
消
防
団

　
　

分
団
長　
　

中
村　

洋
一

　
　

副
分
団
長　
　

根
本　

和
夫

　
　

団　
　

員　
　

猪
野　

智
之

　
　

副
分
団
長　
　

藤
田　

浩
一

　
　

班　
　

長　
　

冨
塚　

勝
之

　
　

分
団
長　
　

秋
元　

久
夫

　
　

分
団
長　
　

郡
司　
　

修

　
　

副
分
団
長　
　

土
井　
　

隆

　
　

班　
　

長　
　

小
野　

和
宏

　
　

団　
　

員　
　

箱
田　

周
一

　
　

団　
　

員　
　

石
田　

忠
行

　
　

副
分
団
長　
　

山
崎　
　

誠

　
　

分
団
長　
　

長
島　

克
幸

　
　

副
分
団
長　
　

藤
岡　
　

隆

　
　

分
団
長　
　

船
見　

晃
秋

　
　

副
分
団
長　
　

額
賀　

俊
行

　
　

団　
　

員　
　

小
林　
　

哲

　

小
川
消
防
団

　
　

指
導
員　
　

川
﨑　

秀
男

　
　

指
導
員　
　

伊
勢　

勇
人

　

玉
里
消
防
団 

　
　

指
導
員　
　

橋
本　

美
彦

【
茨
城
県
消
防
協
会
県
央
支
部
長
表
彰
】

　

小
川
消
防
団

　
　

団　
　

員　
　

折
笠　

賢
一

　
　

団　
　

員　
　

永
作　
　

隆

　
　

分
団
長　
　

高
野　

雄
司

　
　

副
分
団
長　
　

松
本　

隆
志

　
　

班　
　

長　
　

沼
田　

信
行

　
　

団　
　

員　
　

沼
田　

政
勝

　
　

団　
　

員　
　

石
嶋　

利
之

　
　

団　
　

員　
　

押
手　

宏
友

　
　

分
団
長　
　

宇
田　

正
則

　
　

部　
　

長　
　

江
波　
　

昇

　
　

班　
　

長　
　

長
谷
川
正
幸

　
　

班　
　

長　
　

荻
沼　

英
典

　
　

団　
　

員　
　

石
井　

英
明

　
　

団　
　

員　
　

石
井　

利
行

　
　

団　
　

員　
　

水
野　

勝
美

　
　

副
分
団
長　
　

佐
川　

昭
一

　
　

副
分
団
長　
　

小
松
崎
孝
義

　
　

部　
　

長　
　

桧
山　

政
博

　
　

副
分
団
長　
　

沼
田　

一
幸

　
　

団　
　

員　
　

清
水　

直
樹

　
　

副
分
団
長　
　

川
口　

好
広

　
　

団　
　

員　
　

植
田　

賢
一

　
　

団　
　

員　
　

伊
藤　

昌
弘

　
　

団　
　

員　
　

榎
戸　

純
一

　

玉
里
消
防
団

　
　

指
導
員　
　

藤
枝　

信
幸

　
　

団　
　

員　
　

小
吹　

卓
央

　
　

副
分
団
長　
　

野
坂　

直
路

　
　

班　
　

長　
　

上
田　

義
宗

　
　

団　
　

員　
　

今
泉　

修
治

　
　

班　
　

長　
　

須
賀
田
謙
一

　
　

団　
　

員　
　

山
口　

信
一

　
　

団　
　

員　
　

佐
藤　

広
栄

　
　

団　
　

員　
　

坂　
　

茂
佳

【
小
美
玉
市
長
・
消
防
長
連
名
感
謝
状
】

　

消
防
活
動
協
力
者

　
　

大　

健
㈱
、
塚
田
建
材

【
小
美
玉
市
消
防
長
表
彰
】

○
10
年
以
上

　

小
川
消
防
団

　
　

副
分
団
長　
　

長
谷
川
恵
造

　
　

班　
　

長　
　

髙
安
裕
一
郎

　
　

班　
　

長　
　

沼
田　

和
幸

　
　

班　
　

長　
　

中
村　

博
幸

　
　

団　
　

員　
　

貝
塚　

好
行

　
　

団　
　

員　
　

田
山　

高
廣

　
　

分
団
長　
　

皆
藤　

隆
行

　
　

団　
　

員　
　

鬼
澤　

秀
和

　
　

分
団
長　
　

橋
本　

武
夫

　
　

副
分
団
長　
　

菊
池　

栄
行

　
　

部　
　

長　
　

佐
川　

正
男

　
　

分
団
長　
　

伊
藤　

和
幸

　
　

団　
　

員　
　

小
森　

一
寿

　
　

団　
　

員　
　

長
島　

伸
行

　
　

団　
　

長　
　

佐
川　

正
仁

　
　

団　
　

員　
　

長
島　

利
昭

　

美
野
里
消
防
団

　
　

団　
　

員　
　

井
坂　

俊
二

　
　

団　
　

員　
　

井
坂　

良
樹

　
　

団　
　

員　
　

大
畠　

義
弘

　
　

団　
　

員　
　

花
井　

慎
一

　
　

団　
　

員　
　

金
丸　
　

進

　
　

団　
　

員　
　

福
田　

智
彦

　
　

団　
　

員　
　

鈴
木　

洋
一

　
　

団　
　

員　
　

木
名
瀬
藤
樹

　
　

団　
　

員　
　

塚
田　

裕
治

　
　

団　
　

員　
　

佐
伯　

修
一

　
　

団　
　

員　
　

廣
戸　

浩
一

　
　

団　
　

員　
　

長
谷
川
信
明

　
　

団　
　

員　
　

永
井　

利
幸

　
　

団　
　

員　
　

加
藤　

英
樹

　
　

団　
　

員　
　

小
林　

一
成

　
　

団　
　

員　
　

加
藤　

真
一

　
　

団　
　

員　
　

加
藤　

秀
文

　
　

団　
　

員　
　

加
藤　

竜
路

　
　

団　
　

員　
　

井
坂　

智
宏

　
　

団　
　

員　
　

鶴
町　
　

修

　
　

団　
　

員　
　

君
山　

祐
二

　
　

団　
　

員　
　

皆
藤　

純
一

　
　

団　
　

員　
　

磯
部　

清
美

　

玉
里
消
防
団

　
　

団　
　

員　
　

藤
枝　

裕
二

　
　

団　
　

員　
　

飯
塚　

光
宏

　
　

団　
　

員　
　

植
田　

政
幸

　
　

部　
　

長　
　

長
谷
川
和
昌

　
　

班　
　

長　
　

平
戸　

伸
治

　
　

部　
　

長　
　

森
戸　

隆
二

　
　

団　
　

員　
　

撫
木　

利
充

【
小
美
玉
市
連
合
消
防
団
長
表
彰
】

○ 

第
58
回
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技

大
会
県
央
地
区
大
会
出
場
選
手
11
名

　
（
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
）

　

玉
里
消
防
団

　
　

指
揮
者　
　

岡
田　

光
宏

　
　

1
番
員　
　

庭
野　

智
史

　
　

２
番
員　
　

長
谷
川
宰
臣

　
　

3
番
員　
　

山
宮　

文
夫

　
　

4
番
員　
　

石
橋　

幸
雄

　
　

補
欠
員　
　

小
沼　

朋
彦

　
（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
）

　

小
川
消
防
団

　
　

指
揮
者　
　

川
口　

好
広

　
　

1
番
員　
　

大
山　

広
行

　
　

2
番
員　
　

代
々
木　

孝

　
　

3
番
員　
　

宮
内　

亨
良

　
　

補
欠
員　
　

鈴
木　

直
樹

○
優
良
分
団
表
彰

　
　

小
川
消
防
団　
　

第
9
分
団

　
　

美
野
里
消
防
団　

第
1
分
団

　
　

玉
里
消
防
団　
　

第
5
分
団

○
優
良
自
衛
消
防
団
表
彰

　
　

 

下
鶴
田
自
衛
消
防
団
、
中
野
谷

自
衛
消
防
団
、
十
二
所
自
衛
消

防
団
、
北
浦
自
衛
消
防
団
、
橋

場
美
自
衛
消
防
団

【
小
美
玉
市
連
合
消
防
団
長
感
謝
状
】

○
操
法
訓
練
等
場
所
提
供

　
　

常
陸
小
川
農
業
協
同
組
合

　
　

ク
レ
ハ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
㈱

茨
城
工
場

平成 20年 2月 14日　広報おみたま
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　認定申請され、要介護・要支援の認定を受けた方は介護保険サービスを利用することができます。
　どのようなサービスをどこの事業所で利用するかは、利用者が選択することになります。
　在宅サービスの場合、小美玉市をサービス提供地域としている事業所であれば、市内にかかわらず市外の事業所も利
用できます。また、グループホームや小規模多機能型サービスなどの地域密着型サービスについては市内の事業所がご
利用いただけます。
　ケアマネージャーに相談するほかに、介護サービス事業所の情報等は、次の場所でもお探しいただけます。

　・市の介護保険担当窓口
　　介護福祉課（玉里総合支所内）、福祉事務所美野里支所（四季健康館内）、福祉事務所小川支所（小川総合支所内）
　・WAMNET（独立行政法人医療福祉機構の福祉サイト）　http://www.wam.go.jp
　・茨城県長寿福祉課介護保険室　http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/hoken/kaigo/

　サービス提供事業所は数多くあり、その中から利用者に合った所を見つけなくてはなりません。
　ケアマネージャーに相談したり、直接施設を見学したり積極的に情報収集をしましょう。
　また、契約される前に次のような点を確認しておきましょう。

　・利用を希望する日に事業所が開いていますか（早朝・夜間、土日・祝日・連休など）
　・介護保険の給付対象サービスと、対象外で自己負担のサービスとがはっきりしていますか
　・利用料やその支払方法について、事前に詳しい説明はありますか
　・緊急時の対応や、万一事故があったときの対応や補償について、きちんと書かれていますか
　・事業所に苦情や相談を受け付けてくれる方はいますか

　介護サービスは、介護を必要とする方に自立した生活を送るための支援と、ご家族の介護の負担軽減に役立つもので
すが、からだの状態に合わない過剰なサービスは、かえって状態を悪化させる結果を招きかねません。また、利用する
サービスは、その内容が具体的に書かれたケアプランに基づき提供されます。目標や目的がどの程度達成されているか、
サービスを利用し始めたら下記の点に留意し、ケアプランは定期的に見直しするようにしましょう。

　・ 寝たきりを助長するような、過度に安静を保つようなサービスになっていませんか
　・ 家族の意見や家庭環境などをふまえたサービス内容になっていますか
　・ リハビリなど自立復帰を目指したサービスが取り上げられていますか
　・ サービスの回数が多すぎる、少なすぎるということはありませんか
　・ 借りている福祉用具はからだの状態に合っていますか

　問題があると感じた点については事業所や担当ケアマネージャーに相談し、早めに解決するようにしましょう。それ
でも改善されない場合には、市介護福祉課へご相談ください。利用者と事業所のトラブルの多くは、説明不足や理解不
足が原因となっています。サービスの内容など「何でもおまかせ」にせずきちんと確認するようにしましょう。

⒈介護保険サービスを受けたいとき

⒉事業所を選ぶ時のポイント

⒊サービスを利用し始めたら

【問い合わせ】
  介護福祉課　介護保険係（玉里総合支所内）　☎４８－１１１１　内線 3115 ～ 3117
  介護福祉課地域包括支援センター（玉里総合支所内）☎５８－１２８２（直通）

広報おみたま　平成 20年 2月 14日
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　1月6日、小美玉市及び市教育委員会主催の「新春歩け歩け
大会」が、カゴメ茨城工場駐車場から笠間市の愛宕山頂間約
8.5kmで行われ、約450名が参加しました。
　当日は、寒さ厳しい中ではありましたが、念入りな準備
体操で体をほぐし、元気よく愛宕山頂を目指して出発しまし
た。山頂では、おいしい豚汁が用意され、山頂からの眺めを

　農家では、１月14日に紅白の餅をついて木にならせ、19日ま
での5日間、玄関等に飾る習慣があります。
　今年、農作業受託組合は小美玉市役所ロビーにならせ餅を飾
りました。また、薬草研究会と宮田子ども会は小川総合支所ロ
ビーに飾りました。
　これらのならせ餅は、今年一年の「無病息災」と「五穀豊穣」を
願うもので、特に市役所に飾られたならせ餅は、見上げるほど

大きなものでした。たくさんの
紅白餅がならの木の枝を大きく
しならせ、それはみごとななら
せ餅でした。

　１月９日、小川文化センター大ホールで、市内の中学２
年生とその保護者が一堂に会して「第２回立志のつどい」が
開催されました。
　式では、島田市長の式辞のあと、野村市議会議長からの
祝辞が述べられ、各中学校代表者による発表や立志の誓い
等の発表が行われました。その後、保護者を代表して小林
洋子さん（小川北中学校保護者代表）から会場の生徒たちに
力強いメッセージが送られました。
　また、式に続いて、国内外で医療救援活動に積極的に参
加されている、山形県在住の精神科医、桑山紀彦さんによ
る「地球のステージ１」と題した公
演が行われました。桑山さんは、
10代のころから世界を歩いて記
録したさまざまな映像にあわせ、
感じたことや考えたことを楽しい
語りと美しい歌声で紹介し、会場
は感動に包まれました。

楽しみながら歓談する姿が見られました。参加者から
は、「あったかい豚汁が最高においしかった」「坂がき
つかったけれど、いい汗をかくことができた」などの
感想がありました。

 広報「おみたま」１月号のわだい（15 ページ）に掲載しました納場老人会の記事で「ひとり暮らしのお年寄りにクリスマスケーキをプレ
ゼント」と掲載しましたが、「納場老人会員のクリスマス会及びケーキづくり」の誤りでした。ここに訂正しお詫び申し上げます。

＜お詫びと訂正＞＜お詫びと訂正＞

▼

市役所ロビーに飾られた
　　　　　農作業受託組合のならせ餅

▼紅白餅をまるめる
　　　　　　　宮田子ども会の皆さん

桑山　紀彦さん

平成 20年 2月 14日　広報おみたま
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　12月16日、府中市総合体
育館（東京都）で開催された第
32回関東地区空手道大会に、
関東各地から970名の選手が
選抜され、激戦の中で佐才の
中山朋佳さん（上吉影小）が小
学３年女子組手の部で見事初
優勝しました。また、形の部
でも準優勝し、８月に宮城県
仙台市で行われた全国大会に
続いての優勝で、県大会とあ
わせて３冠を達成しました。

　12月22日、24日に県内外から32チームが参加して、
第１回小美玉市長杯少年サッカー大会が行われ、納場
サッカー少年団が見事優勝しました。

〔大会結果〕
　優　勝　納場SSS（小美玉市）
　準優勝　友部SS（笠間市）
　第３位　常陸太田 SS（常陸太田市）
　第３位　神谷小SS（牛久市）

　親子三世代ふれあいの
集い（玉北ハーモニー集
会・さわやかマナーアッ
プ作文発表会）が、昨年
11 月 30 日に玉里北小
学校体育館において、青
少年を育てる小美玉市民
の会玉里支部の主催で行
われました。
　内容は、玉里北小学校
各学年代表児童の「さわ
やかマナーアップ作文発
表」と元気いっぱいの子
どもたちの合唱や合奏の
発表、玉里創作太鼓の皆
さんによる和太鼓の演奏
でした。

　1月 12 日、13 日の両日、小川南中、小川北中学校体育
館を会場に、男女各12チームが参加し、小美玉市教育委員
会主催の第 2回小美玉市近隣市町村中学生バスケットボー
ル大会が開催されました。 

〔大会結果〕
男子の部
　優　勝　美野里中
　準優勝　梅香中
　３　位　園部中

女子の部
　優　勝　梅香中
　準優勝　大洗南中
　３　位　美野里中

　1月 27 日、部室ふるさとコミュニティセンターで、納場
地区コミュニティによる「陽だまり読書と白鳥を観る集い」
が開催されました。
　当日は、池花池に飛来した白鳥の観察のほか、紙芝居や手
品の披露などの演芸会も催され、たくさんの人たちでにぎわ
いました。

　この時期、部室区にある池花池には白鳥が飛来し優
雅な姿を見せてくれます。皆さんもぜひ足を運ばれて
はいかがでしょうか。

優勝した納場 SSS

男子の部優勝の美野里中

広報おみたま　平成 20年 2月 14日
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○ 

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
よ
る
個
別
面
談

○
職
場
体
験
講
習

○
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

○
企
業
の
人
事
担
当
者
と
の
交
流
会

等
の
支
援
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

問
㈶
21
世
紀
職
業
財
団
茨
城
事
務
所

　

☎
０
２
９-

２
２
６-

２
４
１
３

　

http://w
w
w
.jiw
e.or.jp

と　

き　

3
月
5
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
1
時
〜
3
時
30
分

と
こ
ろ　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲

　
　
　
　
（
つ
く
ば
市
小
野
崎
４
８
８-

１
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡
で
は
面
接
会

へ
参
加
希
望
の
若
者（
34
歳
以
下
、

平
成
20
年
3
月
大
学
等
卒
業
予
定

者
）の
申
込
み
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡

　

☎
２
６-
８
１
４
１

と　

き　

3
月
26
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜

午
後
3
時
30
分

と
こ
ろ　
J
R
水
戸
線
福
原
駅
前
（
小
雨
決
行
）

受　

付　

午
前
9
時
〜（
時
間
厳
守
）

定　

員　

１
０
０
名

　

湖
北
水
道
企
業
団
で
は
、
安
全
で

お
い
し
い
水
を
提
供
し
て
い
ま
す

が
、
も
っ
と
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
ボ
ト
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
製

造
・
販
売
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
お
い
し
い
水
に
ふ
さ
わ
し
い

素
敵
な
名
前
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　
石
岡
市
・
小
美
玉
市
在
住
の
方

応
募
作
品
数　

お
一
人
に
つ
き
1
作
品

締
切
日　

4
月
15
日（
火
）

応
募
方
法

　

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
を
明
記
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

応
募
作
品
は
企
業
団
に
帰
属
し
、

訂
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

賞　

品　
　

 

採
用
の
方
5
万
円（
1
名
）、

佳
作
1
万
円（
2
名
）

   

当
選
者
は
企
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
発
表
し
ま
す
。

問
湖
北
水
道
企
業
団 

総
務
課

庶
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
２
４-

３
２
３
２　

内
線
３
０

　

℻  
２
４-

３
２
６
３

　

E
メ
ー
ル kohoku@

gold.ocn.jp

※ 

こ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
は
、
小
美

玉
市
・
石
岡
市
を
は
じ
め
広
く
販

売
す
る
予
定
で
す
。

　

霞
ヶ
浦
圏
域
の
県
が
管
理
し
て
い

る
河
川
を
対
象
に
、
洪
水
対
策
に
関

す
る
こ
と（
治
水
）、
農
業
用
水
な

ど
の
河
川
水
の
利
用
に
関
す
る
こ
と

（
利
水
）、
河
川
環
境
の
保
全
に
関
す

る
こ
と（
環
境
）な
ど
に
つ
い
て
河
川

整
備
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
計

画
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
計
画
の
原
案
を
公

表
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
の
う

え
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
間　

2
月
29
日（
金
）〜

3
月
14
日（
金
） 

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

縦
覧
場
所　

 

小
美
玉
市
役
所
管
理
課
、

水
戸
土
木
事
務
所 

問
小
美
玉
市
役
所
管
理
課

　

☎
４
８-

１
１
１
１

　

内
線
１
４
１
１
・
１
４
１
２

　

水
戸
土
木
事
務
所
河
川
整
備
課

　

☎
０
２
９-

２
２
５-

４
０
４
５

※ 

縦
覧
期
間
中
に
茨
城
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
中
の
河
川
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
原
案
が
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
の
名
前
を

募
集
し
て
い
ま
す
!

対
象
者　

概
ね
50
歳
か
ら
70
代
ま
で
の
方

参
加
費　

１
０
０
円（
保
険
、
資
料
代
）

持
参
す
る
も
の

　

昼
食
、
飲
み
物
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー

ト
、
手
袋
、
雨
具
、
杖
、
帽
子
、
タ

オ
ル
、
健
康
保
険
証
の
控
え
等

申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
又
は
封
書
で「
吾
国

山
参
加
希
望
」と
明
記
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
返
信
用
に
は
ご
自
分
の
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う

え
お
送
り
く
だ
さ
い
。（
1
枚
の
は
が

き
で
3
名
ま
で
申
込
み
で
き
ま
す
。） 

申
込
締
切　

3
月
19
日（
水
）

主　

催　

 

県
南
地
域
高
齢
者
は
つ
ら
つ

百
人
委
員
会

　

問
〒
３
０
０-

０
８
４
５

　
　
　

土
浦
市
乙
戸
南
１-

２
４-

２
４

石
倉

　

☎
・
℻  
０
２
９-

８
４
２-

８
５
７
５

　

ベ
ス
ト
や
セ
ー
タ
ー
な
ど
の
春
の

ニ
ッ
ト
が
揃
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

と　

き　

3
月
4
日（
火
）〜
15
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
10
時 

※
最
終
日（
15
日
）は
午
後
4
時
ま
で

と
こ
ろ　

美
野
里
公
民
館
ロ
ビ
ー

　
　
　
　
（
水
曜
日
休
館
）

3月2日・9日

◆受付　午前９時～１１時３０分 　午後１時～３時３０分

◆病気やケガのとき、お医者さんを探す（24時間対応）　☎０２９－２４１－４１９９
◆お子さんが急な病気などで相談したい時（相談時間：午後６時30分～午後10時30分）　☎０２９－２５４－９９００

◆受付  午前９時～１１時３０分・午後１時～３時３０分
 外　　　科

3月1日・2日・8日・9日・15日

◆受付 　午後７時～１０時３０分

休日診療当番医(外科)休日診療当番医(外科) 緊急診療所（内科・小児科）緊急診療所（内科・小児科）3月3月3月 3月3月3月緊急診療所（石岡市医師会病院内）☎２３－３５１５

休　日

夜　間

日

2

9

滝田整形外科　　　 （石岡市）　　  ☎(23)2071

関クリニック　　　 （石岡市）　　  ☎(23)8300

現
在
作
成
中
の

「
霞
ヶ
浦
圏
域
河
川
整
備
計
画
」へ
の

ご
意
見
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す

も
う
一
度
働
き
た
い
!

あ
な
た
の
カ
ム
バ
ッ
ク
を
応
援

育
児
や
介
護
を
理
由
と
し
て
退
職
し
、

再
就
職
を
希
望
す
る
方
に

若
者
就
職
面
接
会

吾
国
山
ハ
イ
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

申

春
の
ニ
ッ
ト
展

平成 20年 2月 14日　広報おみたま
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～ 質の高い医療サービスの提供を目指して ～

国保中央病院の指定管理者制度国保中央病院の指定管理者制度

外来診療

医師などの確保

　市民の皆さまが安心した生活を送るため、今の診療科目を継続することを前提に、新たに『泌尿器科』や『脳
神経外科』の診療科を設け、外来診療の強化を図ります。
　また、平日の診療に加え、土曜診療を行うとともに、診療時間をこれまでよりも延長するなど患者さまの立場
に立って、より利用しやすい病院にしてまいります。

　医師及び看護師の不足は、いまや社会問題化しております。
　こうした背景に加えて、現在勤務するほとんどの医師が残らないなど、国保中央病院は厳しい局面に立たさ
れております。しかし、指定管理者の懸命な努力もあって１月末現在で、８名の常勤医師を確保するに至って
おります。（現在の国保中央病院は、5 名）
　引き続き医師をはじめとするスタッフの確保に向けて、指定管理者を中心に市も一層の努力を傾け、４月か
らの指定管理者による病院経営に備えてまいります。

　現在の入院患者数は、医師不足等の理由もあってかなり少ない状況にあります。
　こうした事態が、近年における経営の悪化を招いている要因にもなっていることから、この打開のため外来診
療体制の強化とあわせて、救急業務の充実に努め、入院患者の増員につなげてまいります。
　なによりも、患者さまの立場に立ち、最良の入院治療を施すことで市民の皆さまから信頼される病院づくりを
目指します。

入院患者の受け入れ

※現在運行している巡回バスについては、継続することを前提に指定管理者と調整を行っております。

改 装 工 事
現在老朽化した病院の内外装の補修や模様替えなどの工事を行っております。ご迷惑をおかけしております。
今しばらくの間ご協力をお願いします。

改装後の内部イメージ

公的医療機関経営改革推進室　☎４８－１１１１　内線 2251【問い合わせ】

　内装は、明るさを維持しつつ落ち着き感のある空間を演出した仕上がりとなります。
　また、一般病室は、現在４人部屋となっておりますが、3人部屋となり、ゆとりのある空間を確保します。

会　計受　付

広報おみたま　平成 20年 2月 14日
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けんこうビューけんこうビューけんこうビュー 「からだを動かしましょう
　～ウォーキングの仕方～」

　年代を問わず誰でもいつでも負担なくできる運動としておすすめなのが「ウォーキング」
　ウォーキングは体の中に酸素を取り入れながらエネルギーを分解する有酸素運動のひとつで、肥満解消
はもちろん、メタボリックシンドローム予防にも効果があります。

　健康状態に不安がある場合や治療中の方は医師に相談し、アドバイスを受けてから実施しましょう。

　＊運動前に体温や血圧をチェックし、体調が悪いときはやめましょう。
　＊こまめな水分補給をこころがけましょう。
　＊始める前と終わった後にはストレッチ体操を行い、筋肉や関節をほぐしましょう。

●運動を安全に行うために

　ポイント
　＊あごをひいて、視線を遠くに向ける。
　＊肩の力を抜いて、胸を張り、背筋を伸ばす。
　＊腕は軽く曲げ、前後に振りましょう。
　＊つま先で地面を蹴るように踏み出し、ひざをしっかりと伸ばしてかかとから着地する。

●正しい姿勢で歩きましょう

　⒈正しい姿勢で20分以上週3回以上続けましょう。
　⒉関節の痛みや体調不良を感じたら無理せずお休みしましょう。
　⒊歩きやすい靴を選ぶ。
　⒋無理せず楽しく長く続ける。…歩数計をつけて記録すると達成感が得られます。
　⒌1日1万歩を目標に。

　ウォーキングに限らず運動を長く続けるためには、自分のペースで「楽しんでできること」が大切です。
自分なりの目標を掲げたり、一緒に楽しめる仲間を作ったり、音楽をかけて気分を盛り上げたり、いろいろ
工夫してみましょう。
　太陽の下で新鮮な空気を吸いながら気持ちよく体を動かして、心も体も健康になりましょう。

●効果的に行うポイント

＜ウォーキングの効果＞
　①肥満予防 →筋肉が維持・強化され、代謝がよくなり、体内の余分な脂肪が燃焼される。
　②糖尿病予防 →血糖値をコントロールするインスリンの分泌を促し、血糖を下げる。
　③高血圧予防 →筋肉中の毛細血管が増え、血管も丈夫になり、血流を改善する。
　④血液さらさら効果 →血液中の中性脂肪やLDL（悪玉）コレステロールが減り、HDL（善玉）コレステロールが増える。
　⑤骨に刺激を与え、骨を丈夫にする。
　⑥脳細胞が活性化し、老化防止になる。
　⑦ストレスが解消できる。

靴選びのポイント☝
　・底に柔軟性があり、かかと部分のクッション性が高いもの。　　　　　　　
　・つま先にゆとりがあり、足にフィットするもの。
　・通気性のよいもの。

平成 20年 2月 14日　広報おみたま
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四季の歌
～季節を詠む　時流を詠む～

小
川
短
歌
会

　

八
十
年
地
域
支
え
し
鉄
路
消
ゆ
跡
地
に
佇
て
ば
昭
和
茫
　々
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴　

町　

俊　

子

　

賀
状
来
ず
な
り
て
三
年
都
な
る
級と

も友
老
い
故
か
は
た
病
み
ゐ
る
か　
　
　
　
　
　
　

永　

作　

喜
代
子

　

首
か
し
げ
汀
に
寄
り
来
て
白
鳥
の
語
り
か
く
る
が
に
我
を
見
つ
む
る　
　
　
　
　
　

中　

根　

良　

子

　

刈
り
置
き
し
菊
燃
す
煙
の
か
す
か
な
る
匂
ひ
流
れ
来
葱
抜
き
を
れ
ば　
　
　
　
　
　

沼　

田　

敏　

子

　

川
辺
吹
く
風
を
さ
へ
ぎ
る
何
も
な
し
凍
て
つ
く
耳
に
瀬
音
か
ら
み
来　
　
　
　
　
　

石　

田　

は
る
江

み
の
り
短
歌
ク
ラ
ブ

　

吹
く
風
に
か
す
か
揺
れ
い
る
幾い

く
ま
ん万
の
秋
ソ
バ
の
花
畑
に
か
が
や
く　
　
　
　
　
　
　

皆　

藤　

充　

孝

　

日
中
の
暑
さ
忘
る
る
虫
の
声
網
戸
の
外
の
闇
に
鳴
き
い
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
津
野　

岩　

子

　

高
齢
化
進
み
し
わ
が
街
孫
の
手
を
引
き
し
散
歩
の
人
多
く
な
る　
　
　
　
　
　
　
　

清　

水　

由　

雄

　

通
勤
の
車
に
ラ
ジ
オ
の
歌
聞
き
て
口
ず
さ
み
つ
つ
し
ば
し
や
す
ら
ぐ　
　
　
　
　
　

宇
都
宮　

和　

子

　

ふ
つ
ふ
つ
と
新
米
炊
け
る
匂
い
し
て
朝
日
を
受
け
し
厨
明
る
き　
　
　
　
　
　
　
　

碇　

谷　

き　

え

み
の
り
短
歌
教
室

　

メ
ー
ル
打
つ
指
の
動
き
も
た
ど
た
ど
し
古
希
の
挑
戦
絵
文
字
も
楽
し　
　
　
　
　
　

武　

藤　

節　

子

　

真
向
か
い
の
山
燃
え
上
が
る
御
来
光
紅
葉
に
ま
さ
る
旅
に
合
掌
す　
　
　
　
　
　
　

石　

﨑　

絹　

子

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
蕾
小
さ
く
茎
長
く
レ
タ
ス
花
咲
き
常
な
き
冬
畑　
　
　
　
　
　
　
　

海
老
澤　

江　

い

　

す
が
れ
た
る
泡
立
草
を
ね
ぐ
ら
と
す
雀
ら
飛
び
立
ち
綿
毛
を
ち
ら
す　
　
　
　
　
　

皆　

藤　

豊　

子

　

百
人
一
首
初
句
読
み
上
げ
る
祖
母
我
に
娘
も
孫
も
競
い
て
つ
な
ぐ　
　
　
　
　
　
　

小　

林　

英　

子

玉
里
短
歌
会

　

初
詣
に
賑
わ
う
テ
レ
ビ
一
変
し
遭
難
事
故
の
雪
山
映
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　

口　

初　

江 

　

過
ぎ
行
き
し
年
の
想
い
は
こ
も
ご
も
に
早
元
日
の
陽ひ

は
昇
り
来
る　
　
　
　
　
　
　

石　

橋　

吉　

生        

　

思
い
出
は
視
界
が
広
く
邪
魔
は
な
し
夢
の
切
符
で
ロ
マ
ン
の
旅
を　
　
　
　
　
　
　

立　

原　

忠　

次

　

冬
を
越
す
椿
の
蕾
少
女
ら
の
秘
め
た
る
思
い
や
が
て
花
咲
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴　

野　
　
　

哲    

　

ま
た
一
つ
齢

よ
わ
い

重
ね
て
老
ゆ
れ
ど
も
年
賀
郵
便
ひ
そ
か
に
待
て
り　
　
　
　
　
　
　
　

石　

橋　

ひ　

ろ

寄
稿

　

愛
猫
を
連
れ
て
野
路
の
そ
ぞ
ろ
往
き
夕
焼
け
雲
の
彩
際
立
ち
て　
　
　
　
　
　
　
　

平　

澤　

ヒ
ロ
江

小
川
俳
句
会

　

蒼そ
う
て
ん天
を
染
め
燦さ

ん
さ
ん々

と
大
初
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
原
井　

美　

代

　

青
天
に
初
日
あ
ふ
れ
る
筑
波
山　
　
　
　
　
　
　
　
　

清　

水　

静　

子

　

初
詣
で
弘
法
大
師
の
旅
姿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　

山　

一　

男

　

福
袋
買
い
し
子
等
達
笑
い
顔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内　

田　

と　

み

　

初
太
鼓
五
臓
に
沁
む
る
神
の
道　
　
　
　
　
　
　
　
　

国　

友　

信　

子

み
づ
う
み
俳
句
会

　

日
の
あ
た
る
卓
の
福
茶
を
い
た
だ
き
ぬ　
　
　
　
　
　

榎　

本　

喜
代
子

　

天
下
の
景
わ
が
街
に
あ
り
初
筑
波　
　
　
　
　
　
　
　

堺　
　
　

重　

夫

　

さ
ま
ざ
ま
に
群
れ
ゐ
て
触
れ
ず
浮
寝
鳥　
　
　
　
　
　

和　

田　

一　

晴

　

松
ヶ
枝
蹴
っ
て
飛
び
立
つ
初
鴉　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋　

元　

み
ち
子

　

初
筑
波
巌
頭
に
立
つ
兄
弟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笹　

目　
　
　

徹

み
の
り
俳
句
会　

　

冬
晴
れ
や
雲
一
つ
な
き
遠
筑
波　
　
　
　
　
　
　
　
　

立　

原　

千　

代

　

添
竹
を
取
ら
ぬ
ま
ま
菊
枯
れ
に
け
り　
　
　
　
　
　
　

滑　

川　

き
ぬ
ゑ

　

明
る
さ
を
庭
に
映
し
て
散
る
紅
葉　
　
　
　
　
　
　
　

井　

坂　

み
つ
ぎ

　

一
夜
に
て
落
葉
一
面
裏
畑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井　

坂　

輝　

子

　

裏
山
に
私
一
人
の
紅
葉
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
津
野　

岩　

子

欅
の
会

　

高
浜
の
縄
文
宿
の
初
句
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　
　

静　

堂

　

つ
く
ば
ね
は
眠
る
仕
度
の
す
で
に
出
来　
　
　
　
　
　

加　

藤　

伊
都
子

　

冬
の
虻あ

ぶ

俺
の
供
し
て
俳
句
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

貞
一
郎

　

さ
ざ
波
に
殿
の
行
列
鴨
の
陣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村　

田　

妙　

子

　

音
の
無
い
入
江
を
展
く
冬
日
輪　
　
　
　
　
　
　
　
　

木　

村　

小
夜
子

く
る
み
俳
句
会

　

田
舎
道
敷し

き

積つ

む
落
葉
あ
り
に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　

塚　

田　

幸　

子

　

山
茶
花
の
垣
根
に
映
る
影
絵
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

塚　

田　

文　

江

　

喜
寿
迎
ふ
感
謝
で
捲め

く

る
初
暦ご

よ
み　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

根　
　
　

彪

　

郵
便
夫
師
走
の
風
に
背
を
押
さ
れ　
　
　
　
　
　
　
　

福　

島　

邦　

誉

　

屠と

そ蘇
祝
ふ
卒そ

つ
じ
ゅ寿
の
母
の
笑
顔
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

宮　
　
　

登
志
子

玉
里
俳
句
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会

　

目
つ
む
り
て
柚ゆ

ず

ゆ

子
湯
に
体
あ
づ
け
を
り　
　
　
　
　
　

大　

石　

康　

子

　

池
一
面
朝
霧
立
ち
て
音
も
な
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　

橋　

正　

治

　

大
き
字
で
春
待
つ
と
麻ま

ひ痺
残
る
友　
　
　
　
　
　
　
　

田　

山　

森　

俊

　

あ
れ
も
こ
れ
も
と
気
ば
か
り
忙せ

わ

し
師し

わ
す走
か
な　
　
　
　

遠　

藤　
　
　

信

　

誕
生
の
干え

と支
七
巡
り
菊
日
和　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

橋　

ひ　

ろ
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１
月
20
日
、
下
吉
影
小
学
校
周

辺
を
会
場
に
常
陸
小
川
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
主
催
、
美
野
里
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
市
教
育
委
員
会
後

援
に
よ
る「
新
春
ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ラ

ソ
ン
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

小
学
１
年
男
子

　

①
久
保
田　

廉（
上
吉
影
小
）

　

②
貝
塚　

直
仁（
竹
原
小
）

　

③
井
本　

颯
斗（
羽
鳥
小
）

小
学
１
年
女
子

　

①
田
中　

珠
璃（
羽
鳥
小
）

　

②
鎌
田　

理
沙（
野
田
小
）

　

③
北
嶋　

千
裕（
下
吉
影
小
）

小
学
２
年
男
子

　

①
森
屋　

楓
土（
上
吉
影
小
）

　

②
矢
口　

洸
樹（
玉
里
小
）

　

③
藤
崎　

叶
真（
小
川
小
）

小
学
２
年
女
子

　

①
村
上　
　

茜（
竹
原
小
）

　

②
菅
崎　

杏
莉（
玉
里
北
小
）

　

③
星
野　

莉
那（
野
田
小
）

小
学
３
年
男
子

　

①
辰
見　

明
輝（
竹
原
小
）

　

②
長
谷
川
侑
也（
竹
原
小
）

　

③
田
中　
　

錬（
羽
鳥
小
）

小
学
３
年
女
子

　

①
田
山
佑
莉
香（
野
田
小
）

　

②
金
田　

千
里（
羽
鳥
小
）

　

③
赤
羽　
　

彩（
羽
鳥
小
）

小
学
４
年
男
子

　

①
伊
藤　

怜
嬉（
上
吉
影
小
）

　

②
甲　
　

照
平（
竹
原
小
）

　

③
菅
崎　

圭
悟（
玉
里
北
小
）

小
学
４
年
女
子

　

①
荻
原
利
江
子（
橘　
　

小
）

　

②
飯
塚　

真
希（
玉
里
小
）

　

③
赤
羽　

理
穏（
野
田
小
）

小
学
５
年
男
子

　

①
石
井　

悠
策（
上
吉
影
小
）

　

②
熊
谷　

拓
巳（
野
田
小
）

　

③
小
沼　
　

蒼（
小
川
小
）

小
学
５
年
女
子

　

①
金
田　

彩
花（
羽
鳥
小
）

　

②
坂
戸
ひ
よ
り（
野
田
小
）

　

③
阿
部
美
奈
子（
下
吉
影
小
）

，

 　

１
月
５
日
、
市
内
の
７
つ
の
会
場
で
一

斉
に「
第
２
回
小
美
玉
市
書
き
初
め
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
大
会
の
出
品
者
は
、

幼
稚
園
児
か
ら
一
般
ま
で
の
１
，４
５
０

人
で
、
市
長
賞
、
議
会
議
長
賞
、
教
育
長

賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（

敬
称
略
）

市
長
賞

押
手　

千
叶（
上
吉
影
小
１
）

髙
木　

寛
人（
小
川
小
１
）

長
森　

愛
袈（
橘　
　

小
２
）

村
田
奈
々
美（
玉
里
小
２
）

齋
藤　

磨
勲（
小
川
小
３
）

大
貫　

史
瑛（
上
吉
影
小
３
）

林　
　

静
香（
橘　
　

小
４
）

北
嶋　

大
渡（
下
吉
影
小
４
）

文
倉　

花
菜（
羽
鳥
小
５
）

山
口　

詩
織（
玉
里
東
小
５
）

廣
木　
　

葵（
堅
倉
小
６
）

櫻
井　

真
愛（
納
場
小
６
）

酒
井
亜
由
未（
美
野
里
中
１
）

森
田　

奈
菜（
小
川
南
中
１
）

長
島　

美
咲（
小
川
南
中
２
）

原
田　

裕
希（
玉
里
中
２
）

高
野　

賢
一（
小
川
北
中
２
）

永
田
あ
き
は（
小
川
南
中
３
）

酒
井　

幸
乃（
美
野
里
中
３
）

八
文
字
祐
希（
小
川
北
中
３
）

議
長
賞

小
島　

果
南（
野
田
小
１
）

北
嶋　

千
裕（
下
吉
影
小
１
）

石
塚
可
奈
子（
堅
倉
小
２
）

伊
藤　

琉
那（
上
吉
影
小
２
）

豊
岡　

優
理（
橘　
　

小
３
）

服
部　

早
織（
玉
里
小
３
）

小
松　

瑠
那（
小
川
小
４
）

及
川　

瑠
奈（
羽
鳥
小
４
）

小
松　

大
輝（
玉
里
小
５
）

沼
田　

佳
奈（
野
田
小
５
）

長
谷
部
里
美（
野
田
小
６
）

安
部
田
蔵
馬（
玉
里
東
小
６
）

藤
﨑　

由
佳（
小
川
北
中
１
）

斉
藤　

拓
哉（
玉
里
中
１
）

長
谷
川　

聡（
玉
里
中
２
）

菊
池　

り
な（
小
川
北
中
２
）

井
坂　

晴
香（
小
川
南
中
２
）

橋
本　

祥
子（
小
川
北
中
３
）

須
﨑　

麻
衣（
玉
里
中
３
）

教
育
長
賞

土
井　

崇
央（
下
吉
影
小
１
）

大
野　

優
花（
竹
原
小
１
）

星
野　

莉
那（
野
田
小
２
）

本
多
秀
那
乃（
小
川
小
２
）

湯
浅　

美
晴（
野
田
小
３
）

田
崎　

翔
太（
納
場
小
３
）

谷
川　

史
恭（
野
田
小
４
）

荻
沼　

雅
人（
上
吉
影
小
４
）

菱
沼
明
日
香（
小
川
小
５
）

真
家　

由
佳（
上
吉
影
小
５
）

重
藤　

恵
美（
上
吉
影
小
６
）

水
野
永
梨
奈（
小
川
小
６
）

内
田　

麻
友（
玉
里
中
１
）

山
下　

愛
里（
小
川
南
中
１
）

小
林　

青
空（
小
川
北
中
２
）

遠
藤　

有
紀（
玉
里
中
２
）

本
田
明
日
美（
美
野
里
中
２
）

藤
﨑　

香
織（
小
川
北
中
３
）

上
野　
　

栞（
小
川
南
中
３
）

小
学
６
年
男
子

　

①
鈴
木　

智
芳（
羽
鳥
小
）

　

②
永
田　
　

翔（
羽
鳥
小
）

　

③
林　

翔
太
郎（
野
田
小
）

小
学
６
年
女
子

　

①
田
﨑
香
菜
子（
羽
生
小
）

　

②
廣
瀬　

文
香（
玉
里
小
）

　

③
佐
々
木
詩
織（
野
田
小
）

中
学
男
子

　

①
沼
田　

裕
也（
小
川
北
中
）

　

②
小
野
木　

俊（
小
川
南
中
）

　

③
水
野　
　

謙（
玉
里
中
）

中
学
女
子

　

①
毛
塚　

実
波（
玉
里
中
）

　

②
小
田　

華
鈴（
小
川
南
中
）

　

③
坂
本　

安
積（
玉
里
中
）

一
般
男
子

　

①
小
松
崎　

貴

　

②
内
田　

正
直

　

③
小
村　

和
博

一
般
女
子

　

①
平
野
美
和
子

　

９
月
10
日
、「
下
水
道
の
日
」及
び
茨
城
県
下
水
道
促

進
週
間
に
ち
な
み
、
下
水
道
の
普
及
と
十
分
な
活
用
の

意
識
向
上
を
目
的
と
し
た
コ
ン
ク
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

　

茨
城
県
内
３
６
，５
８
４
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら

知
事
賞
入
賞
者
が
選
ば
れ
、
１
月

22
日
に
茨
城
県
庁
に
お
い
て
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

〔
入
賞
者
〕

　

作
文
部
門　

知
事
賞
特
選

　
　

堀
川　

拓
磨（
小
川
小
６
年
）

　

書
道
部
門　

知
事
賞
準
特
選

　
　

鈴
木　

榛
華（
玉
里
中
３
年
）

平成 19 年度平成 19 年度
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消
費
者
問
題
を
知
っ
て

　
　

    　

賢
い
消
費
者
に
な
ろ
う
!

　

今
回
は
、「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」の
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

●
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」っ
て
何
?

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は「
頭
を
冷
や
し
て
考
え
直
す
」の
意
味
で
、
一
定
の
期
間

内
で
あ
れ
ば
、
消
費
者
は
一
方
的
に
契
約
を
解
除
で
き
る
と
い
う
制
度
で
す
。
た
だ

し
、
こ
の
制
度
は
法
律
で
定
め
ら
れ
た
取
引
な
ど
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
場
合
に
限

り
ま
す
。
消
費
者
の
方
か
ら
自
発
的
に
出
向
い
て
契
約
し
た
場
合
や
、
カ
タ
ロ
グ
を

見
て
注
文
す
る
通
信
販
売（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
含
む
）な
ど
に
は
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
は
適
用
さ
れ
な
い
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
!

●
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
取
引
内
容
と
期
間

　

次
の
表
を
見
て
、ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
か
ど
う
か
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
は
が
き
の
書
き
方
の
例

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
手
続
き
は
、
必
ず
書
面
で
通
知
す
る
こ
と
!!

こ
ん
な
こ
と
に
注
意
!

　

①
は
が
き
に
書
い
て
、
両
面
を
コ
ピ
ー
し
て
証
拠
を
必
ず
手
元
に
残
し
ま
し
ょ
う
。

　

②
は
が
き
は「
配
達
記
録
」ま
た
は「
簡
易
書
留
」で
送
り
ま
し
ょ
う
。

　

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
場
合
は
、
信
販
会
社
に
も
必
ず
通
知
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

モ
ニ
タ
ー
商
法
・
内
職
商
法

マ
ル
チ
商
法

特
定
継
続
的
役
務
提
供

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

電
話
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス

訪
問
販
売取

引
内
容

20
日
間

20
日
間

８
日
間

８
日
間

８
日
間

８
日
間

期　
　

間

す
べ
て
の
商
品
と
サ
ー
ビ
ス

す
べ
て
の
商
品
と
サ
ー
ビ
ス

エ
ス
テ
・
語
学
教
室
・
学
習
塾
・

家
庭
教
師
・
パ
ソ
コ
ン
教
室
・

結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス

指
定
商
品
・
権
利
・
サ
ー
ビ
ス

指
定
商
品
・
権
利
・
サ
ー
ビ
ス

指
定
商
品
・
権
利
・
サ
ー
ビ
ス

適
用
対
象

郵  便  は  が  き

配
達
記
録

契
約
解
除
通
知

契
約
年
月
日
平
成
○
年
○
月
○
日

商
品
名
○
○
○
○

契
約
金
額
○
○
○
○
円

販
売
会
社　

株
式
会
社
○
○
○
○
支
店

右
記
日
付
の
契
約
は
解
除
し
ま
す
。
な
お
、
支
払
済
の
○
○
円
を

返
金
し
、
商
品
を
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

株
式
会
社
○
○
○　

代
表
者
様

○
○
県
○
○
市
○
○
町
○-

○-

○
○

平
成
○
○
年
○
月
○
日

　
　
　

茨
城
県
小
美
玉
市
○
○
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茨
城　

太
郎

新
た
な
門
出
を
祝
う

　

「
小
美
玉
市
成
人
式
」を
開
催

　

１
月
13
日
、
小
川
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
小

美
玉
市
成
人
式
典
が
行
わ
れ
、
７
２
２
人（
男
性

３
８
４
人
、
女
性
３
３
８
人
）が
新
成
人
と
し
て
新

た
な
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

　

会
場
周
辺
は
、
色
と
り
ど
り
の
華
や
か
な
振
袖
に

身
を
包
ん
だ
女
性
や
、
ス
ー
ツ
や
カ
ラ
フ
ル
な
羽
織

袴
、
制
服（
自
衛
官
）姿
の
正
装
し
た
男
性
ら
が
早
く

か
ら
会
場
入
り
し
、
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
島
田
市
長
の
式
辞
の
後
、
多
数
の
来

賓
を
代
表
し
て
野
村
武
勝
市
議
会
議
長
、
小
松
正
教

育
委
員
長
、
飯
嶋
淳
選
挙
管
理
委
員
長
、
重
久
修
百

里
基
地
司
令
か
ら
新
成
人
へ
の
お
祝
い
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
応
え
て
、
新
成
人
を
代
表

し
て
、
根
本
達
朗
さ
ん
、
佐
藤
秀
樹
さ
ん
が
感
謝
の

言
葉
と
新
た
な
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
根
本
さ
ん
は
、

「
立
派
な
社
会
人
と
し
て
貢
献
で
き
る
よ
う
、
目
標
に

向
か
っ
て
な
お
一
層
努
力
し
ま
す
」と
、佐
藤
さ
ん
は
、

「
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に
し
て
、
責
任
の
持
て

る
行
動
を
と
り
、
自
覚
と
誇
り
を
持
っ
て
行
動
で
き

る
よ
う
精
進
し
た
い
」と
強
く
誓
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
同
会
場
で
記
念
写
真
撮
影
が

行
わ
れ
、
参
加
者
の
表
情
に
は
成
人
の
日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
喜
び
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
式
典
に

出
席
す
る
た
め
県
内
外
か
ら
帰
省
し
た
若
者
た
ち

は
、
友
人
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
い
、
互

い
に
記
念
撮
影
を
す
る
和
や
か
な
風
景
が
み
ら
れ
ま

し
た
。
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携帯電話から市政情報がご覧になれます。
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▼

百
里
基
地
雄
飛
園

〈編集・発行〉小美玉市役所秘書広聴課
　　　　　　　　    ☎ 0299 － 48－1111　内線1221

プレ国民文化祭

　全国から出演者 4万人、観客 100万人の来場が見込まれる国内最大の文化・芸術の祭典「第 23 回国民文化祭・
いばらき 2008」（主催・文化庁、茨城県、県教育委員会、同文化祭県実行委員会、市町村実行委員会など）は、今
年 11 月 1日から 9日まで「常世の国 筑波嶺翔ける 文化のいぶき」をテーマに県内各地で開催されます。茨城の伝
統文化や新しい文化が国内外に積極的に発信される予定です。
　それに先立ち本市では、昨年12月16日に四季文化館（みの～れ）でプレジャズフェスティバルが、22日、23日、
小川文化センターでプレ演劇祭が実施されました。プレ演劇祭では、約 4ヵ月かけて制作した演劇「森は生きてい
る」（サムイル・マルシャーク原作）を２日間上演しました。
　22 日は劇団たっつあい（那珂市）が「額田のたっつあい・天下の名人」、劇団明野ミュージカル（筑西市）が「屋根
の上のヴァイオリン弾き」、演劇集団スリーサイズ（水戸市）が「ライラック・ランデヴー」、23 日には劇団創造市
場（土浦市）が「白雪姫と七人の森の仲間」、演劇集団 Project 麗舞（プロジェクトリブ、鹿嶋市）が朗読劇「父と暮ら
せば」を上演しました。このプレ演劇祭参加の５劇団は今年、全国から参加される劇団のサポート役を務めるこ
とになっています。
　今回の本市劇団は一旦解散して、今春、再度団員を募集して再結成されるそうです。プレ演劇祭の成果を踏ま
えて、さらにすばらしい演技が繰り広げられる舞台となるよう期待が高まっているところです。

　

１
月
10
日
、
見
学
会
は
、
一
般
公
募
に
よ
る
29

名
が
参
加
し
て
、
新
春
を
迎
え
温
か
く
感
じ
ら
れ

る
陽
気
の
な
か
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
百
里
基
地
、
国
土
交
通
省
が
整
備
す

る
茨
城
空
港
と
県
警
ヘ
リ
基
地
な
ど
を
見
学
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
基
地
内
の
雄
飛
園
等
見
学
後
、
国

土
交
通
省
の
現
場
詰
所
に
お
い
て
茨
城
空
港
の
概

要
説
明
を
受
け
た
後
、
新
滑
走
路
の
建
設
現
場
を

見
学
し
ま
し
た
。
現
場
で
は
、
砕
石
に
よ
る
路
盤

造
り
が
行
わ
れ
て
お
り
、
幅
45
m
に
も
わ
た
る
実

物
の
新
滑
走
路
を
眼
に
し
た
参
加
者
は
、
道
路
な

ど
と
は
違
っ
た
規
模
の
大
き
さ
に
、
関
心
し
て
い

る
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
、
県
警
ヘ
リ
基
地
で
は
、
航
空
隊
員
の
日

常
業
務
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
性
能
な
ど
、
雑
談
を

交
え
た
説
明
が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は「
普
段

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
を
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
て
よ
か
っ
た
。」と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 新

春
茨
城
空
港
見
学
会

▼

警
察
ヘ
リ
基
地

国民文化祭を前にプレイベントを実施
演劇では「森は生きている」を舞台発表
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